
JP 6674553 B2 2020.4.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者情報電気信号を侵襲的患者センサーおよび低侵襲的患者センサーから受信するよう
に構成されている患者モニターであって、
　ベースユニットであって、
　　ベースユニットコネクタを備えるドッキングベースとフロントプレートとを形成する
ハウジングと、
　　前記ハウジングの外側部分にある複数のセンサー入力コネクタであって、少なくとも
1つのセンサー入力コネクタは侵襲的患者センサーから電気信号を受信するように構成さ
れ、少なくとも1つのセンサー入力コネクタは低侵襲的患者センサーから電気信号を受信
するように構成されている、複数のセンサー入力コネクタと、
　　前記ハウジング内に封入されているアンテナとトランシーバとを備えるワイヤレス通
信システムと、
　　前記ハウジングに取り付けられているラッチと
を備える、ベースユニットと、
　ユーザインターフェースユニットであって、
　　底部分と後側部分とを備えるハウジングと、
　　前記ユーザインターフェースユニットの前部分にあるディスプレイであって、前記受
信された患者情報電気信号に基づき前記ベースユニットによって決定される血行動態パラ
メータを表示するように構成されている、ディスプレイと、
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　　前記ハウジング内に封じ込められているワイヤレス通信システムと、
　　前記ハウジングの前記底部分にあるユーザインターフェースコネクタであって、前記
ベースユニットコネクタと嵌合するように構成されている、ユーザインターフェースコネ
クタと
　を備える、ユーザインターフェースユニットと
を具備し、
　ドッキングされた構成では、前記ユーザインターフェースコネクタは、前記ベースユニ
ットコネクタに直接結合するように構成され、前記ユーザインターフェースユニットの前
記ハウジングの前記底部分は、前記ベースユニットの前記ドッキングベースと接触するよ
うに構成され、前記ユーザインターフェースユニットの前記ハウジングの前記後側部分の
少なくとも一部は、前記ベースユニットの前記ハウジングの前記フロントプレートと接触
するように構成され、前記ラッチは、前記ユーザインターフェースユニットを前記ベース
ユニットにしっかり留めるように構成され、
　係留された構成では、前記ユーザインターフェースコネクタは、ケーブルを使用して前
記ベースユニットコネクタに電気的に結合され、前記ケーブルは前記ベースユニットと前
記ユーザインターフェースユニットとの間で電力と電気信号とを伝え、
　脱着された構成では、前記ユーザインターフェースユニットの前記ワイヤレス通信シス
テムは、前記ベースユニットの前記ワイヤレス通信システムとワイヤレスで通信するよう
に構成され、
　前記患者モニターは、前記侵襲的患者センサーから受信された前記患者情報電気信号に
基づき患者の血行動態パラメータを決定することと、前記低侵襲的患者センサーから受信
された前記患者情報電気信号に基づき前記患者の前記血行動態パラメータを決定すること
との間で切り替えるように構成され、
　前記患者モニターは、前記侵襲的患者センサーから前記低侵襲的患者センサーに切り替
えてから前記低侵襲的患者センサーから導出された前記血行動態パラメータが較正される
まで、前記侵襲的患者センサーから導出された前記血行動態パラメータを表示するように
構成される、患者モニター。
【請求項２】
　前記低侵襲的患者センサーは、少なくとも1つの圧力センサーを備え、前記少なくとも1
つの圧力センサーは、前記圧力センサー内の流体受入領域を通して患者の血管と流体連通
するように構成され、前記ベースユニットと電気的通信を行うように構成され、前記圧力
センサーは、前記患者の血管系内の圧力波を感知するように構成され、患者の血行動態パ
ラメータを指示する少なくとも1つの患者情報電気信号を前記ベースユニットに伝送する
ように構成される、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項３】
　前記ベースユニットは、第1の時間期間において前記侵襲的患者センサーから受信され
た前記患者情報電気信号に基づき前記患者の前記血行動態パラメータを決定し、前記第1
の時間期間の後の第2の時間期間において前記低侵襲的患者センサーから受信された前記
患者情報電気信号に基づき前記患者の前記血行動態パラメータを決定するように構成され
、前記低侵襲的患者センサーから受信された前記患者情報電気信号に基づく前記血行動態
パラメータは、前記侵襲的患者センサーから受信された前記患者情報電気信号を使用して
較正される、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項４】
　前記ドッキングベースは、前記ユーザインターフェースユニットが前記ベースユニット
上にドッキングされたときに前記ドッキングベースから液体が流れ去るように傾斜を付け
られている、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項５】
　外部患者モニターシステムからアナログ入力信号を受信するように構成されている複数
のアナログ信号入力コネクタをさらに備える、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項６】
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　前記ベースユニットは、生理学的パラメータの最大期待値と前記外部患者モニターシス
テムから受信された最大アナログ信号とに基づいて、受信された信号を前記生理学的パラ
メータに自動的に変換するように構成される、請求項5に記載の患者モニター。
【請求項７】
　前記ユーザインターフェースユニットは、ユーザによる前記ディスプレイとの対話を通
じて前記生理学的パラメータの前記最大期待値の指示を受信する、請求項6に記載の患者
モニター。
【請求項８】
　前記ベースユニットは、前記アンテナの、結果として生じる放射パターンが前記ベース
ユニットに関して前方方向に電磁エネルギーを優先的に伝送するように前記ワイヤレス通
信システムの前記アンテナに対する接地平面として働くように構成されている導電性部分
をさらに備える、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項９】
　前記ドッキングベースおよびベースユニットコネクタは、前記ディスプレイ部分が前記
フロントプレートに隣接した状態で前記ユーザインターフェースユニットが前記ベースユ
ニット上にドッキングされ得ないように構成される、請求項1に記載の患者モニター。
【請求項１０】
　前記ユーザインターフェースユニットおよび前記ベースユニットは、前記係留された構
成では、前記ラッチが前記ユーザインターフェースユニットを前記ベースユニット上の適
所にしっかり留めるように、前記ユーザインターフェースユニットが前記ドッキングベー
ス内に着座され得ないように構成される、請求項1に記載の患者モニター。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その開示の内容全体が参照により本明細書に組み込まれている、2015年10月
19日に出願された米国仮特許出願第62/243,555号、名称「HEMODYNAMIC MONITORING SYSTE
M WITH DETACHABLE DISPLAY UNIT」の優先権を米国特許法第119条(e)項に従って主張する
ものである。
【０００２】
　本明細書で開示されているいくつかの実施形態は、一般に、患者の生理学的パラメータ
を監視することに関し、詳細には、患者のパラメータを監視するように構成されている患
者モニターに関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの医療現場において、特に、重度の心臓病患者の看護において、医療関係者が、患
者の心仕事量または患者の血液性状など、患者の生理機能に関する一般に連続する情報を
監視することができることが望ましいか、または必要である。血行動態モニタリングは、
典型的には、異なる周囲環境において重病の患者の組織酸素化を確実にするために実施さ
れる。肺動脈カテーテル(PAC)は、一般に、酸素運搬の一次決定因子である、心拍出量を
評価するためにこの作業に使用され得る。それに加えて、全身流動および心仕事量さらに
は血管内液状況の情報を提供するために様々な低侵襲的血行動態モニターが利用可能であ
る。患者監視デバイスは、典型的には、患者監視デバイスおよび患者と通信するセンサー
を介して患者に関して取得されるデータを表示するためのユーザインターフェース画面を
備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第6,071,244号
【特許文献２】米国特許第6,216,094号
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示のシステム、方法、およびデバイスは、各々、革新的な態様を有し、その単一の
どれもが、本明細書で開示されている望ましい属性にどの1つも必須でないか、または単
独では関わらない。次に、いくつかの実施形態の有利な特徴のうちのいくつかの要約が述
べられる。
【０００６】
　本明細書で開示されている実施形態は、患者情報電気信号を侵襲的患者センサーおよび
低侵襲的患者センサーから受信するように構成されている患者モニターを説明するもので
あり、患者モニターはベースユニットとベースユニットによって決定される血行動態パラ
メータを表示するための着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備えている。ベー
スユニットおよびユーザインターフェースユニットの実施形態は、ドッキングして結合さ
れ得るか、ケーブル接続を通じて係留され得るか、または互いに物理的に分離されワイヤ
レス通信を使用して情報を送信し受信することができる。患者モニターの実施形態は、患
者の血行動態パラメータの侵襲的監視と低侵襲的監視とを切り替え、侵襲的測定を使用し
て低侵襲的測定を較正するように構成され得る。
【０００７】
　本明細書で開示されている実施形態は、患者モニターの様々な特徴を説明している。た
とえば、患者モニターは、患者の血行動態パラメータの侵襲的監視と低侵襲的監視とを切
り替え、血行動態パラメータの表示をしかるべく調整するように構成され得る。別の例と
して、患者モニターは、ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを
備えることができ、ベースユニットは、様々なセンサーから受信された測定結果を使用し
て血行動態パラメータを決定し、着脱可能ユーザインターフェースユニットは、様々なユ
ーザインターフェースを表示する。そのようなユーザインターフェースは、1つまたは複
数の血行動態パラメータに対する傾向データを表示するユーザインターフェース、対応す
る血行動態パラメータ値を含む生理学的概略図(physiological schematic)を表示するユ
ーザインターフェース、現在および過去の血行動態パラメータ値をテーブルで表示するユ
ーザインターフェース、2つの血行動態パラメータの2変量プロットを表示するユーザイン
ターフェース、一組の入力パラメータ値を与えられた場合に出力パラメータ値を決定する
ための血行動態計算機を表示するユーザインターフェース、および/またはボーラス心拍
出量グラフを表示するユーザインターフェースを含むことができる。場所は複数のベース
ユニットおよび着脱可能ユーザインターフェースユニットを含み得るので、ベースユニッ
トおよび着脱可能ユーザインターフェースユニットは、起動時に、または着脱可能ユーザ
インターフェースユニットがベースユニットに接続するか切断したときに特定のベースユ
ニットを特定の着脱可能ユーザインターフェースユニットにリンクするようにペアリング
プロセスを実装することができる。ペアリングプロセスは、ベースユニットと着脱可能ユ
ーザインターフェースユニットとの間で有線またはワイヤレス接続ソースを使用して実装
され得る。別の例として、着脱可能ユーザインターフェースユニットは、支柱装着可能(p
ole-mountable)であり、有線またはワイヤレス接続を介してベースユニットと通信するこ
とができる。ベースユニットとユーザインターフェースユニットとの間の接続が失われた
場合に、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットを使用せずにアラーム条件
が生じたかどうかを自動的に指示することができ、ベースユニットに結合されているヒー
ターの電力を、ヒーターがアクティブ状態である場合に自動的に低下させることができる
。別の例として、ベースユニットは、心拍数および平均動脈圧の算出のためにデータソー
スを優先順位付けすることができる。そのような優先順位付けは、デジタル入力を介して
ベースユニットに結合されているセンサーよりもアナログ入力を介してベースユニットに
結合されているセンサーを優先するステップを含むことができる。
【０００８】
　本開示の一態様は、患者情報電気信号を侵襲的患者センサーおよび低侵襲的患者センサ
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ーから受信するように構成されている患者モニターを説明するものである。患者モニター
は、ドッキングベース(docking base)とフロントプレート(front plate)とを形成するハ
ウジングを有し、ドッキングベースがベースユニットコネクタを備える、ベースユニット
と、ハウジングの外側部分にある複数のセンサー入力コネクタであって、少なくとも1つ
のセンサー入力コネクタは侵襲的患者センサーから電気信号を受信するように構成され、
少なくとも1つのセンサー入力コネクタは低侵襲的センサーから電気信号を受信するよう
に構成されている、複数のセンサー入力コネクタと、ハウジング内に封入されているアン
テナとトランシーバとを備えるワイヤレス通信システムと、ハウジングに取り付けられて
いるラッチとを備える。患者モニターは、底部分と後側部分とを備えるハウジングを有す
るユーザインターフェースユニットと、ユーザインターフェースユニットの前部分にある
ディスプレイであって、受信された患者情報電気信号に基づきベースユニットによって決
定される血行動態パラメータを表示するように構成されているディスプレイと、ハウジン
グ内に封じ込められているワイヤレス通信システムと、ハウジングの底部分にあるユーザ
インターフェースコネクタであって、ベースユニットコネクタと嵌合するように構成され
ているユーザインターフェースコネクタとをさらに備える。ドッキングされた構成では、
ユーザインターフェースコネクタは、ベースユニットコネクタに直接結合するように構成
され、ユーザインターフェースユニットのハウジングの底部分は、ベースユニットのドッ
キングベースと接触するように構成され、ユーザインターフェースユニットのハウジング
の後側部分の少なくとも一部は、ベースユニットのハウジングのフロントプレートと接触
するように構成され、ラッチは、ユーザインターフェースユニットをベースユニットにし
っかり留めるように構成される。係留された構成では、ユーザインターフェースコネクタ
は、ケーブルを使用してベースユニットコネクタに電気的に結合され、ケーブルはベース
ユニットとユーザインターフェースユニットとの間で電力と電気信号とを伝える。脱着さ
れた構成では、ユーザインターフェースユニットのワイヤレス通信システムは、ベースユ
ニットのワイヤレス通信システムとワイヤレスで通信するように構成される。
【０００９】
　前の段落の患者モニターは、低侵襲的患者センサーは1つの圧力センサーを備え、この1
つの圧力センサーは、圧力センサー内の流体受入領域を通して患者の血管と流体連通する
ように構成され、ベースユニットと電気的通信を行うように構成され、圧力センサーは、
患者の血管系内の圧力波を感知するように構成され、患者の血行動態パラメータを指示す
る少なくとも1つの患者情報電気信号をベースユニットに伝送するように構成される特徴
、ベースユニットは、第1の時間期間において侵襲的患者センサーから受信された患者情
報電気信号に基づき患者の血行動態パラメータを決定し、第1の時間期間の後の第2の時間
期間において低侵襲的患者センサーから受信された患者情報電気信号に基づき患者の血行
動態パラメータを決定するように構成され、低侵襲的患者センサーから受信された患者情
報電気信号に基づく血行動態パラメータは、侵襲的患者センサーから受信された患者情報
電気信号を使用して較正される特徴、患者モニターは、侵襲的患者センサーから受信され
た患者情報電気信号に基づき患者の血行動態パラメータを決定することと、低侵襲的患者
センサーから受信された患者情報電気信号に基づき患者の血行動態パラメータを決定する
こととの間で切り替えるように構成される特徴、ドッキングベースは、ユーザインターフ
ェースユニットがベースユニット上にドッキングされたときにドッキングベースから液体
が流れ去るように傾斜を付けられている特徴、患者モニターは、外部患者モニターシステ
ムからアナログ入力信号を受信するように構成されている複数のアナログ信号入力コネク
タをさらに備える特徴、ベースユニットは、生理学的パラメータの最大期待値と外部患者
モニターシステムから受信された最大アナログ信号とに基づいて、受信された信号を生理
学的パラメータに自動的に変換するように構成される特徴、ユーザインターフェースユニ
ットは、ユーザによるディスプレイとの対話を通じて生理学的パラメータの最大期待値の
指示を受信する特徴、ベースユニットは、アンテナの、結果として生じる放射パターンが
ベースユニットに関して前方方向に電磁エネルギーを優先的に伝送するようにワイヤレス
通信システムのアンテナに対する接地平面として働くように構成されている導電性部分を



(6) JP 6674553 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

さらに備える特徴、ドッキングベースおよびベースユニットコネクタは、ディスプレイ部
分がフロントプレートに隣接した状態でユーザインターフェースユニットがベースユニッ
ト上にドッキングされ得ないように構成される特徴、ならびに、ユーザインターフェース
ユニットおよびベースユニットは、係留された構成では、ラッチがユーザインターフェー
スユニットをベースユニット上の適所にしっかり留めるようにユーザインターフェースユ
ニットがドッキングベース内に着座され得ないように構成される特徴の部分組合せを備え
得る。
【００１０】
　本開示の別の態様は、ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを
備える患者監視システムに対して、着脱可能ユーザインターフェースユニットがケーブル
またはコネクタを通じてベースユニットに電気的に結合されていないときにアラームを発
するための方法を提供する。方法は、侵襲的患者センサーまたは低侵襲的患者センサーか
ら受信された患者情報電気信号に基づいて少なくとも一部は患者の血行動態パラメータの
値に基づき1つまたは複数のアラーム条件の存在を決定するステップを含む。方法は、ユ
ーザインターフェースユニットがベースユニットとワイヤレスで通信しているかどうかを
決定するステップを含む。方法は、少なくとも1つのアラーム条件がありユーザインター
フェースユニットとベースユニットとの間にワイヤレス通信がない場合にベースユニット
上でアラームをシグナリングするステップを含む。方法は、少なくとも1つのアラーム条
件がありユーザインターフェースユニットがベースユニットとワイヤレスで通信している
場合にユーザインターフェースユニット上でアラームをシグナリングするステップを含む
。
【００１１】
　前の段落の方法は、少なくとも1つのアラーム条件は、少なくとも1つの血行動態パラメ
ータが許容値の調整範囲(tailored range)を外れていることを指示するアラームを含む特
徴、方法は、少なくとも1つのアラーム条件がありユーザインターフェースユニットがベ
ースユニットとワイヤレスで通信している場合にベースユニット上でアラームをシグナリ
ングしないステップをさらに含む特徴、アラームをシグナリングするステップは、アラー
ムの視覚的指示を提供するステップを含む特徴、および、アラームをシグナリングするス
テップは、アラームの聴覚的指示を提供するステップを含む特徴の部分組合せを含むこと
ができる。
【００１２】
　本開示の別の態様は、ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを
備える患者監視システムに対して、着脱可能ユーザインターフェースユニットがケーブル
またはコネクタを通じてベースユニットに電気的に結合されていないときに、患者センサ
ーに結合されているヒーターを制御するための方法を提供する。方法は、第1の時間期間
に低電力状態になり、第2の時間期間に高電力状態になるようにヒーターに繰り返しコマ
ンドを送るステップを含む。方法は、ユーザインターフェースユニットがベースユニット
とワイヤレスで通信しているかどうかを決定するステップを含む。方法は、ユーザインタ
ーフェースユニットとベースユニットとの間にワイヤレス通信がない時間の長さを監視す
るステップを含む。方法は、時間の長さが時間閾値を超えた場合に低電力状態になるよう
にヒーターの電力を設定するステップを含む。
【００１３】
　前の段落の方法は、時間の長さは、約2分以下である特徴、第1の時間期間は、約20秒以
下である特徴、第1の時間期間は、第2の時間期間と同じ持続時間である特徴、低電力状態
は、約200mW以下の電力をヒーターに供給するステップを含む特徴、および、高電力状態
は、少なくとも約7.5Wの電力をヒーターに供給するステップを含む特徴の部分組合せを含
むことができる。
【００１４】
　図面は、本明細書で説明されている例示的な実施形態を示すために用意されており、本
開示の範囲を制限することを意図されていない。図面全体を通し、参照される要素の間の
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一般的対応関係を指示するために参照番号が再利用され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備える患者モ
ニターを有し、患者モニターは患者センサーと電気的に通信する、例示的な救命救急診療
患者監視システムを例示する図である。
【図１Ｂ】ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備える患者モ
ニターを有し、患者モニターは患者センサーと電気的に通信する、例示的な救命救急診療
患者監視システムを例示する図である。
【図１Ｃ】ベースユニットと着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備える患者モ
ニターを有し、患者モニターは患者センサーと電気的に通信する、例示的な救命救急診療
患者監視システムを例示する図である。
【図２Ａ】患者モニターに対する例示的なベースユニットの正面図である。
【図２Ｂ】患者モニターに対する例示的なベースユニットの左面図である。
【図２Ｃ】患者モニターに対する例示的なベースユニットの上面図である。
【図２Ｄ】患者モニターに対する例示的なベースユニットの右面図である。
【図３】患者モニターを一緒に形成する、図2A～図2Dに示されている例示的なベースユニ
ットを伴う例示的なユーザインターフェースユニットの等角図である。
【図４Ａ】全方向性アンテナを備えるワイヤレス通信システムを有するベースユニットの
部分切欠図である。
【図４Ｂ】全方向性アンテナを備えるワイヤレス通信システムを有するベースユニットの
部分切欠図である。
【図５】患者モニターのベースユニットから分離されているユーザインターフェースユニ
ットであって、これらのユニットは障壁によって分離されているユーザインターフェース
ユニットを示す図である。
【図６Ａ】外部監視システムからアナログ信号を受信するように構成されている複数のア
ナログ入力を有する例示的なベースユニットを示す図である。
【図６Ｂ】1つまたは複数の血行動態パラメータ、アラームステータス、ユーザインター
フェースユニットのステータス、または他の類似の情報を表示するように構成されている
表示画面を有する例示的なベースユニットを示す図である。
【図７】ベースユニットと、ベースユニットによって提供される血行動態監視情報を表示
するように構成されている着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備える患者モニ
ターに対するアラームを発するための例示的な方法のフローチャートである。
【図８】ベースユニットと、ベースユニットに取り付けられているヒーターを制御するた
めのユーザインターフェース要素を提供すように構成されている着脱可能ユーザインター
フェースユニットとを備える患者モニター内のヒーターを制御するための例示的な方法の
フローチャートである。
【図９】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェース
ユニットによって表示される傾向データを示す例示的なユーザインターフェースを示す図
である。
【図１０】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェー
スユニットによって表示される生理学的概略図1010を示す例示的なユーザインターフェー
スを示す図である。
【図１１】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェー
スユニットによって表示される血行動態パラメータ値行列を示す例示的なユーザインター
フェースを示す図である。
【図１２】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェー
スユニットによって表示される2変量プロットを示す例示的なユーザインターフェースを
示す図である。
【図１３】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェー
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スユニットによって表示されるボーラスCOグラフを示す例示的なユーザインターフェース
を示す図である。
【図１４】図1A～図1Cのユーザインターフェースユニットなどの、ユーザインターフェー
スユニットによって表示される血行動態計算機を示す例示的なユーザインターフェースを
示す図である。
【図１５】ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うため
の例示的な方法を示すフローチャートである。
【図１６Ａ】ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うた
めの例示的な方法を示す別のフローチャートである。
【図１６Ｂ】ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うた
めの例示的な方法を示す別のフローチャートである。
【図１７Ａ】ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うた
めの例示的な方法を示す別のフローチャートである。
【図１７Ｂ】ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うた
めの例示的な方法を示す別のフローチャートである。
【図１８】ユーザインターフェースユニットが有線接続ソース上でベースユニットに接続
され、初めてベースユニットとのペアリングを行おうとしたときにベースユニットおよび
ユーザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時間的順序を示すシーケ
ンス線図である。
【図１９】ユーザインターフェースユニットが有線接続ソース上でベースユニットに接続
され、ベースユニットとの再ペアリングを行おうとしたときにベースユニットおよびユー
ザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時間的順序を示すシーケンス
線図である。
【図２０】ユーザインターフェースユニットが有線接続ソース上でベースユニットに接続
され、ベースユニットと再接続する新しいユーザインターフェースユニットであるときに
ベースユニットおよびユーザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時
間的順序を示すシーケンス線図である。
【図２１】ユーザインターフェースユニットが有線接続ソース上でベースユニットに接続
され、ベースユニットと再接続する同じユーザインターフェースユニットであるときにベ
ースユニットおよびユーザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時間
的順序を示すシーケンス線図である。
【図２２】ユーザインターフェースユニットがワイヤレス接続ソース上でベースユニット
に接続され、初めてベースユニットとのペアリングを行おうとしたときにベースユニット
およびユーザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時間的順序を示す
シーケンス線図である。
【図２３】ユーザインターフェースユニットがワイヤレス接続ソース上でベースユニット
に接続され、ベースユニットとの再ペアリングを行おうとしたときにベースユニットおよ
びユーザインターフェースユニットによって実行されるイベントの時間的順序を示すシー
ケンス線図である。
【図２４】ユーザインターフェースユニットがワイヤレス接続ソース上でベースユニット
に接続され、ベースユニットと再接続する新しいユーザインターフェースユニットである
ときにベースユニットおよびユーザインターフェースユニットによって実行されるイベン
トの時間的順序を示すシーケンス線図である。
【図２５】ユーザインターフェースユニットがワイヤレス接続ソース上でベースユニット
に接続され、ベースユニットと再接続する同じユーザインターフェースユニットであると
きにベースユニットおよびユーザインターフェースユニットによって実行されるイベント
の時間的順序を示すシーケンス線図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本開示の様々な態様が、本開示を例示することを意図しているが、限定すること
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を意図していない、いくつかの例および実施形態に関して説明される。本開示に何が記載
されていようと、開示されている実施形態の特定の特徴または特性が本質的であることを
意味することを意図していない。いくつかの発明の保護範囲は、請求項によって定められ
る。
【００１７】
例示的な救命救急診療患者監視システム
　図1A～図1Cの例に示されているように、いくつかの実施形態において、救命救急診療患
者監視システム100は、心臓監視センサーおよび/または血液パラメータセンサーなどの、
患者センサー120と電気的に通信する、ベースユニット115と着脱可能ユーザインターフェ
ースユニット117とを備える、患者モニター110を具備するものとしてよく、これはさらに
カテーテル150などを用いて患者130の血管と流体連通する。患者監視システム100は、侵
襲的方法および低侵襲的方法の両方を通じて取得される血行動態パラメータを取得し、分
析し、および/または表示するように構成され得る。
【００１８】
　患者の心臓が鼓動すると、圧力波が患者の相互接続されている血管系(たとえば、静脈
および動脈)を通して伝達される。圧力波は、患者センサー120から患者モニター110に、
有線接続160またはワイヤレス接続などを用いて、電気的に伝達され得る、患者の心仕事
量に関する情報をもたらす。患者の心仕事量に関する情報は、圧力波の形状、圧力波が時
間の経過とともに変化する仕方、および/または同様のものについての患者モニター110に
よって(たとえば、ベースユニット115を通じて)実行される数学的解析を通じて導出また
は算出され得る。図示されているように、患者センサー120は、ポールスタンドまたは他
のホルダーなどの好適な保持構造物140上に位置決めすることができ、患者センサー120は
、液体供給源170と流体連通することができる。
【００１９】
　流体圧力の変化に応答して時間の経過とともに変化する電気信号を発生する圧力センサ
ーなど、心臓監視センサーなどの患者センサー120は、機械的運動を電気エネルギーに変
換するように構成され得る。患者センサー120は、トランスデューサと連通している流路
を備えることができる。流路は、医療用カテーテル150または他のチュービングまたは患
者の血管と流体連通するデバイスの一部を成し得るか、またはそれに取り付けられ得るか
、または他の何らかの形でそれと流体連通するように位置決めされ得る。医療用カテーテ
ルの遠位端は、従来の方式で、患者の血液と接触する、患者の血管内に挿入され得る。
【００２０】
　医療用カテーテル150は、患者の血管(たとえば、静脈または動脈)の内側を流れる血液
と接する食塩液および/または血液などの、生体適合性を有する液柱を収容することがで
きる。液柱は、患者センサー120と流体連通するように配設され得る、患者センサー120内
に加圧されるか、または重力で送り込まれる、IVバッグなどの、液体供給源170によって
供給され得る。患者の鼓動している心臓からの圧力波が患者の血管を通して伝達されると
きに、波はトランスデューサのところ、またはその近くの医療用カテーテル150の内側の
液柱内に血液との流体的相互作用を通じて伝達され、流体圧力波は、心臓監視電気信号に
変換されて電線160によってまたはワイヤレスで患者モニター110に伝送され得る。患者モ
ニター110は、心仕事量情報(たとえば、脈拍数、収縮期血圧および/または拡張期血圧な
どの血圧、心拍出量など)などの、患者に関する生理学的情報を提供する心臓監視電気信
号を分析するようにプログラムされ得る。
【００２１】
　心仕事量情報を提供することに加えて、またはそれの代わりに、血液パラメータセンサ
ーは、1つまたは複数の血液パラメータに関する情報を伝達するように構成されている医
療用カテーテルを備えるものとしてよく、これらは血液ガスレベル(たとえば、酸素およ
び/または二酸化炭素など)、pHレベル、ヘモグロビンレベル、ヘマトクリットレベル、血
糖値、血液温度などのうちの1つまたは複数などである。いくつかの実施形態において、1
つまたは複数の血液パラメータは、1つまたは複数の光ファイバー光伝送および/または光
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受信ケーブルのシステムなどを通じて、血液または血液と連通する別の物質に伝達され、
および/または反射される光波の特性を測定することによって決定され得る。いくつかの
実施形態において、1つまたは複数の血液パラメータは、温度感知サーミスタが血液中に
懸架されるか、または血液の付近に位置させられるなど、1つまたは複数のセンサーを血
液と密に連通させることによって決定され得る。
【００２２】
　患者センサー120は、心臓監視センサーおよび/または血液パラメータセンサーであろう
と、または他の何らかの形態の患者センサーであろうと、様々な異なる方式で構造化され
、位置決めされ、および/または配向され得る。患者監視システム100は、たとえば、肺動
脈カテーテルのところにある患者センサーによって提供されるデータから導出される血行
動態パラメータを監視するステップから、末梢静脈ラインまたは末梢動脈ライン内にある
患者センサーによって提供されるデータから導出される血行動態パラメータを監視するス
テップに切り替えるように構成され得る。たとえば、患者の心拍出量は、患者の拍動性と
心拍数とを決定するために患者の動脈血圧波形が一定時間期間にわたって血圧監視デバイ
スから得られたときに測定され得る。次いで、公称的な1回拍出量が拍動性および心拍数
から算出され得る。いくつかの実施形態において、公称拍出値などの、低侵襲的技術(た
とえば、末梢静脈または動脈ライン内のセンサー)を使用して導出される血行動態パラメ
ータは、侵襲的技術(たとえば、熱希釈法)を使用して導出される血行動態パラメータに基
づき較正され得る。有利には、これは、侵襲的技術を使用して患者を監視するステップか
ら低侵襲的技術を使用して患者を監視するステップに切り替えるときに同じ患者モニター
110で較正係数を取得し、記憶し、適用することを可能にすることができる。これは、患
者モニター110が侵襲的技術を使用して得られる、より正確な測定値になるように較正さ
れている低侵襲的技術を通じて得られる血行動態パラメータを表示することができるとい
う利点をもたらし得る。
【００２３】
　たとえば、患者モニター110は、拍動性データから導出される持続的心拍出量(CCO)およ
び心拍出量を取得し、導出し、表示するように構成され得る。スチュワート-ハミルトン
方程式を使用することで、患者モニター110は、中心または末梢静脈内に注入され、圧力
ラインに取り付けられている専用センサープローブを使用して末梢動脈内で測定される血
管内インジケータ(たとえば、食塩液)の使用により心拍出量を算出することができる(本
明細書ではリチウム希釈法と称される)。患者モニター110は、リチウム希釈法により得ら
れた心拍出量を使用して、PULSECOアルゴリズムを使用して動脈血圧波形から導出される
公称1回拍出量値を較正することができる。代替的に、またはそれに加えて、患者モニタ
ー110は、各々の全体が参照により本明細書に組み込まれている、Bandらの米国特許第6,0
71,244号およびFox Lintonらの米国特許第6,216,094号において提示されている心拍出量
測定技術を実装することなど、他の技術を実装することによって心拍出量を測定すること
ができる。PULSECOアルゴリズム法は、質量とエネルギーの保存の法則に少なくとも一部
は基づく。患者モニター110は、動脈血圧波形の1回拍出量誘発脈動変化の分析結果から1
回拍出量を算出することができる。PULSECOアルゴリズムは、コンプライアンスおよび大
動脈容積補正法を通じて動脈血圧波形を圧力から同等の容積に変換する。たとえば、動脈
血圧値を動脈容積値にマッピングし、患者モニター110のメモリ内に記憶されているルッ
クアップテーブルを使用して、患者モニター110は、動脈血圧が利用可能であるすべての
心臓周期とともに生じる動脈容積変化の一般的形態を記述する連続曲線を算出するための
基礎として動脈血圧波形を使用することができる。患者モニター110は、容積波形の自己
相関を求めて、鼓動周期(たとえば、心拍数)および入力脈動容積変化(たとえば、1回拍出
量)を導出することができる。次いで、患者モニター110は、1回拍出量に心拍数を掛ける
ことによって心拍出量を決定することができる。
【００２４】
　1回拍出量および心拍数に基づき患者モニター110によって決定される心拍出量は、事前
較正心拍出量(COpre)と称され得る。患者モニター110は、較正係数Cを使用して、容積波
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形の自己相関から導出された1回拍出量値を較正し、したがって、算出済みの事前較正心
拍出量を較正し得る。較正係数Cは、侵襲的技術(たとえば、熱希釈法)またはリチウム希
釈法を通じて得られる心拍出量などの、知られている心拍出量COkを入力することによっ
て取得され得る。次いで、較正係数Cは、C=COk/COpreとなり得る。較正係数Cは、ノモグ
ラフを使用しても決定され得るが、これは少なくとも一部は患者の年齢、身長、性別、お
よび体重を使用して較正係数を算出するものである。心拍出量が患者モニター110によっ
て表示され、これは次いでCO=C*COpreとなり得る。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、侵襲的患者センサー(たとえば、肺動脈カテーテル、中
心静脈酸素測定カテーテルなど)を使用して心拍出量を決定するステップから、低侵襲的
患者センサー(たとえば、CARDIOFLO(商標)心拍出量センサー、酸素測定カテーテルなど)
を使用して心拍出量を決定するステップに切り替えるときに、患者モニター110は、侵襲
的患者センサーを使用して決定された心拍出量の最新の測定結果または最近の測定結果を
使用して、低侵襲的患者センサーを使用して決定された心拍出量を較正することができる
。いくつかの実施形態において、患者モニター110は、低侵襲的患者センサーを使用して
決定された心拍出量を較正されずに傾向として表示することができる。未較正の傾向情報
の表示は、較正が行われるまで続くものとしてよく、較正が済むと、患者モニター110は
心拍出量の表示を調整して較正済みの心拍出量情報を表示するようにできる。いくつかの
実装形態において、低侵襲的患者センサーから導出された心拍出量測定結果は、手動で較
正され得る(たとえば、患者モニター110は、ユーザインターフェースユニット117などを
通じて、患者モニター110のユーザから較正係数を受け取ることができる)。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、侵襲的心拍出量監視から低侵襲的心拍出量監視に切り替
えるときに、患者モニター110は、侵襲的心臓監視から導出されたパラメータを使用して
、低侵襲的心臓監視から導出されたパラメータを較正する。いくつかの実装形態において
、患者モニター110は、侵襲的患者センサーを使用して(たとえば、約2分おきに更新され
得る)導出される1つまたは複数のパラメータに比べて頻繁に(たとえば、心臓の鼓動と鼓
動との間、10秒おき、など)、低侵襲的患者センサーを使用して導出されるパラメータの
うちの1つまたは複数を更新することができる。たとえば、侵襲的患者センサーを使用し
て算出される持続的心拍出量は、取得するのに約2分かかり得る。しかしながら、この算
出された心拍出量は、心拍出量の較正された、正確な測定であり得る。比較すると、低侵
襲的患者センサー(たとえば、CARDIOFLO(商標)心拍出量センサー)からのデータを使用し
て算出される心拍出量は、心臓の鼓動と鼓動との間に更新され得るが、未較正である。い
くつかの実施形態において、較正済みの血行動態パラメータの表示と未較正の血行動態パ
ラメータの表示とを切り替える前に、患者モニター110は、少なくとも所定の時間期間を
待つように構成され得る。いくつかの実施形態において、所定の時間期間は約2分、少な
くとも約4分、または少なくとも約6分である。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、患者モニター110は、侵襲的患者センサーが患者モニタ
ー110に接続されたときに侵襲的患者センサーからのデータに基づき動作するように構成
され得るが、ただし、侵襲的患者センサーが切断されるまで低侵襲的患者センサーからの
データに基づく動作を除外し、および/またはそのようなデータを破棄することができる
。いくつかの実施形態において、患者モニター110は、低侵襲的患者センサーに切り替え
てから低侵襲的患者センサーから導出されたパラメータが較正されるまで、および/また
は調整された時間期間(たとえば、約2分、約4分、約8分など)の経過後に侵襲的患者セン
サーから導出された情報を表示することができる。これは、侵襲的患者センサーと低侵襲
的患者センサーとを切り替えるときに表示される血行動態パラメータの変化を誤解させる
潜在的可能性を低減することができる。いくつかの実施形態において、患者モニター110
は、患者モニター110が侵襲的患者センサーを利用するモードで動作しているときに侵襲
的患者センサーからのデータに基づき動作するように構成され得るが、ただし、患者モニ
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ター110が低侵襲的患者センサーを利用するモードで動作するまで低侵襲的センサーから
のデータに基づく動作を除外し、および/またはそのようなデータを破棄することができ
る。いくつかの実施形態において、患者モニター110は、どの監視技術が採用されるべき
かを選択する(たとえば、侵襲的または低侵襲的患者センサーに基づく測定を選択する)た
めのオプションをユーザインターフェースユニット117上に表示するように構成され得る
。
【００２８】
　ユーザインターフェースユニット117は、組み込まれている処理機能により、または組
み込まれている処理機能なしで実装されるものとしてよく、ベースユニット115に解放可
能に取り付けられる。図1Aは、ユーザインターフェースユニット117がベースユニット115
内にドッキングされている患者モニター110を示しており、ユーザインターフェースユニ
ット117は、ベースユニット115に電気的におよび機械的に結合されている。図1Bは、ユー
ザインターフェースユニット117がベースユニット115に係留されている患者モニター110
を示しており、ユーザインターフェースユニット117は、係留ケーブル119を通じてベース
ユニット115に電気的に結合される。図1Cは、ユーザインターフェースユニット117がベー
スユニット115から分離されている患者モニター110を示しており、ユーザインターフェー
スユニット117およびベースユニット115は、ワイヤレス通信方式(たとえば、WIFI、BLUET
OOTH(登録商標)、超広帯域通信、近接場通信、WIDI、および/または他の形態の無線周波
数通信)を使用して互いに通信している。
【００２９】
　図1Aに例示されているように、ベースユニット115およびユーザインターフェースユニ
ット117は、一緒にドッキングされる。ユーザインターフェースユニット117は、ラッチシ
ステム、電子コネクタ、ユーザインターフェースユニット117を保持するため整形された
ハウジング外形、および同様のものなどの機械的特徴部を通じてベースユニット115に機
械的に結合され得る。ユーザインターフェースユニット117は、ユーザインターフェース
ユニット117およびベースユニット115上でそれぞれコネクタを嵌合させることでベースユ
ニット115に電気的に結合され得る。ベースユニット115内にドッキングされたときに、ユ
ーザインターフェースユニット117のコネクタは、ベースユニット115のコネクタと嵌合し
、ユニット同士の間の電気的接続を確立することができる。この電気的接続は、ベースユ
ニット115からユーザインターフェースユニット117に電力を供給し(たとえば、ユーザイ
ンターフェースユニット117に給電し、および/またはユーザインターフェースユニット11
7の電池を充電し)、および/またはそれらのユニットの間で情報を伝達するために使用さ
れ得る。たとえば、ベースユニット115は、算出された血行動態パラメータ(たとえば、心
拍出量(CO)、従来の充満圧、肺動脈圧力、混合静脈血酸素飽和度(SvO2)、中心静脈血酸素
飽和度(ScvO2)、1回拍出量(SV)、1回拍出量変化(SVV)、脈圧変化、持続的心係数(CCI)、
酸素飽和度(SO2)、1回拍出係数(SVI)、体血管抵抗係数(SVRI)、平均動脈圧(MAP)、平均肺
動脈圧(MPAP)、動脈血酸素飽和度(SPO2)、中心静脈圧(CVP)、肺動脈閉塞圧(PAOP)、動脈
血中酸素分圧(PaO2)、ヘモグロビン(Hgb)、混合静脈血酸素分圧(PvO2)、体表面積(BSA)、
肺血管抵抗(PVR)、肺血管抵抗係数(PVRI)、動脈血酸素含量(CaO2)、酸素運搬(DO2)、酸素
運搬係数(DO2I)、右室1回仕事量係数(RVSWI)、左室1回仕事量係数(LVSWI)、混合静脈血酸
素含量(CvO2)、酸素量(VO2)、酸素量係数(VO2I)、動静脈血酸素分圧較差(avDO2)、酸素摂
取率(O2ER)、酸素摂取係数(O2EI)、血圧、心拍数、など)をユーザインターフェースユニ
ット117に伝送し、電気的接続を通じて表示することができる。別の例として、ユーザイ
ンターフェースユニット117は、電気的接続を通じて情報(たとえば、ユーザ入力、ユーザ
選択、ユーザインターフェースユニット117のステータスなど)をベースユニット115に伝
送することができる。
【００３０】
　図1Bに例示されているように、ベースユニット115およびユーザインターフェースユニ
ット117は、一緒に係留される。本明細書において使用されているように、ベースユニッ
ト115およびユーザインターフェースユニット117は、ベースユニット115が、ユニット上
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の対応するコネクタを接続するケーブル119を通じてユーザインターフェースユニット117
に電気的に結合されているときに係留されていると称され得る。この構成では、ユーザイ
ンターフェースユニット117は、ベースユニット115がユニットを固定された、またはしっ
かり留められた位置に維持するためにユーザインターフェースユニット117への機械的支
持を備えないという意味でベースユニット115に機械的に結合されていない。ケーブル119
は、ベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117が一緒にドッキングさ
れたときに存在する同じまたは類似の機能を提供するように構成され得る。たとえば、ケ
ーブル119は、ベースユニット115からユーザインターフェースユニット117に電力を供給
するように構成され得る。さらに、ケーブル119は、ユニット同士の間で電気信号を伝送
するように構成され得る。いくつかの実施形態において、ベースユニット115がユーザイ
ンターフェースユニット117に係留されたときに、ユーザインターフェースユニット117は
、最初にケーブル119を取り外さないとベースユニット115上にドッキングされ得ない。こ
の構成では、ユーザインターフェースユニット117は、ベースユニット115から離れて装着
されるか、または位置決めされるものとしてよいが、それでも、電池電力に依存すること
なくベースユニット115から電力を受け取るように構成され得る。ユーザインターフェー
スユニット117は、病室または他の救命救急診療室もしくはエリアにおいて共通である構
造物などの、柱、ベッド、支柱、または他の類似の構造物に装着するように構成され得る
。したがって、ベースユニット115がどこか不便なところに位置決めされた場合でも、ユ
ーザインターフェースユニット117は、患者を治療する医療従事者による使用に望ましい
、または適した場所に位置決めされ得る。
【００３１】
　図1Cに例示されているように、ベースユニット115およびユーザインターフェースユニ
ット117は、互いに物理的に分離されている(たとえば、ドッキングおよび係留を外されて
いる)。ベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117は、本明細書で説
明されているように、任意の数の好適なワイヤレス通信プロトコルを使用して互いにワイ
ヤレスで通信するように構成され得る。ユーザインターフェースユニット117がベースユ
ニット115にドッキングまたは係留されていないときに、ユーザインターフェースユニッ
ト117は、電池から給電され得る。いくつかの実施形態において、ユーザインターフェー
スユニット117は、電源コードまたは同様のものから電力を受け、外部電力をユニットに
供給するように構成されている電気的接続部を備える。本明細書で説明されているように
、ユーザインターフェースユニット117は、複数のベースユニット115とワイヤレスでペア
リングするように構成され得る。このような点で、ユーザインターフェースユニット117
が損傷するか、または他の何らかの形で正常に機能できない場合に、ベースユニット115
によって算出され提供される血行動態特性を監視する機能を保持するように新しいユーザ
インターフェースユニット117が用意されるものとしてよい。
【００３２】
　救命救急診療患者監視システム100の患者モニター110は、ベースユニット115内に収納
されているコンピュータプロセッサと、現在の患者および1人または複数の(たとえば、3
人、4人、5人など)前の患者について決定された血行動態パラメータを記憶するベースユ
ニット115内に収納されているメモリであって、ベースユニット115は、患者センサー120
から取得された情報に少なくとも一部は基づき1つまたは複数の血行動態パラメータを決
定するように構成され得る、メモリと、患者に関する生理学的情報(ベースユニット115が
決定するように構成されている生理学的情報の1つまたはどれかの任意の組合せを含む)を
表示するように構成されているユーザインターフェースユニット117と、電源(電池または
電源コードなど)と、患者センサー120の一部を形成する1つまたは複数の電気コネクタ240
とのアタッチメントなどを用いて、患者センサー120との電気的接続を確立するように構
成されている1つまたは複数の電気コネクタ270、240とを備えることができる。患者モニ
ター110のベースユニット115は、患者の生理学的条件に関する情報を伝達する1つまたは
複数の患者情報電気信号を受信するように構成され得る。ユーザインターフェースユニッ
ト117は、ベースユニット115から着脱可能である。ベースユニット115は、監視される血
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行動態パラメータを決定するために、1つまたは複数のプロセッサと信号を処理する際に
使用される他の電気回路とを備える。いくつかの実装形態において、ユーザインターフェ
ースユニット117は、それが表示する監視されている血行動態パラメータのどれも算出し
ない。
【００３３】
　いくつかの医療現場において、患者センサー120のトランスデューサ部分と患者モニタ
ー110との間の距離は、トランスデューサがポールスタンド140上に、または患者体内(患
者の腕130または他の何らかの場所内)への医療用カテーテルの進入点に比較的近い他の何
らかの場所に位置決めされ、患者モニター110が進入点から数フィート離れている病室内
のスタンドに配置されているときなどに、かなり大きい場合がある。患者に取り付けられ
ている流体カテーテル145は、対応するオスおよびメス流体コネクタ155、175などの、一
対の流体コネクタを用いてセンサー120から流体ライン150に接続され得る。着脱可能ユー
ザインターフェースユニット117であれば、有利に、ユーザインターフェースユニット117
を、ベースユニット115の位置が患者センサー120、患者の部屋の幾何学的形状、電源コー
ドへのアクセス、または同様のものによって決められるか、または影響を受けるときなど
に、病院の職員に都合のよい場所に装着することが可能であり得る。これは、医療従事者
がユーザインターフェースユニット117をより都合のよいどこかの場所に装着するか、ま
たはユーザインターフェースユニット117を脱着および未装着のままに(たとえば、携帯で
きるように)することを可能にする。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、患者センサー120との電気的接続は、患者センサー120の
電気的接続部分240を廃棄不要ケーブルの近位電気的接続部分に取り付け、次いで、廃棄
不要ケーブル270の遠位接続部分をコンピュータモニターの電気的接続部分に取り付ける
ことによって達成される。
【００３５】
　電気的情報は、いくつかの実施形態において、Wi-Fiネットワーク上もしくはBLUETOOTH
(登録商標)もしくはZigBee信号などでの電磁的短距離信号、または医療現場において許容
可能であるかもしくは利用される他の何らかのワイヤレスプロトコルなどにより、ワイヤ
レスに伝達され得る。電線160、250、または電気的接続部240の本明細書における説明も
しくは例示は、ワイヤレス方式において成され得るものであり、電線もしくは電気的接続
部のそのような説明または例示は、またワイヤレス接続を指し、包含するものと理解され
るべきである。
【００３６】
患者モニターの例示的なベースユニット
　図2A～図2Dは、図1Aから図1Cを参照しつつ本明細書で説明されている患者モニター110
などの、患者モニターに対する例示的なベースユニット315の正面図、側面図、上面図で
ある。例示的なベースユニット315は、限定はしないが、患者センサー電子情報を受信す
るステップ、受信された情報を処理して血行動態パラメータを導出するステップ、導出さ
れたパラメータに基づきアラームを決定するステップ、情報を表示するステップ、および
同様のものを含む、ベースユニット315のプロセスを実行するように構成されている電子
コンポーネントを一般に封入するハウジング301を備える。ベースユニット315のハウジン
グ301は、ドッキングされたときにユーザインターフェースユニット117の後側部分を支持
するように構成されているドッキングベース302を形成する。ドッキングベース302は、ユ
ーザインターフェースユニット117の後側部分にある嵌合するコネクタに電気的および機
械的に結合するように構成されているドッキングコネクタ303を備える。ベースユニット3
15のハウジング301は、ベースユニット315上でドッキングされたときにユーザインターフ
ェースユニット117の後側部分を支持するように構成されているフロントプレート304を形
成する。
【００３７】
　ベースユニット315は、ベースユニット315上にドッキングされるときにユーザインター
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フェースユニット117を適所にしっかり留めるように構成されているラッチ306を備える。
ラッチ306は、ユーザインターフェースユニット117をしっかり留めることと解放すること
とを交互に行うように作動されるように構成され得る。ベースユニット315とドッキング
されるときに、ラッチ306は、ベースユニット315に対してユーザインターフェースユニッ
ト117を独立してしっかり留めるか、または保持しなくてもユーザがベースユニット315を
移動できるようにユーザインターフェースユニット117をベースユニット315に十分にしっ
かり留めるように構成され得る。いくつかの実施形態において、ラッチ306は、ユニット
が統一された患者モニターとして扱われ得るようにベースユニット315に対してユーザイ
ンターフェースユニット117を十分にしっかり留めるように構成される。取り扱いを簡単
にするため、ベースユニット315上にハンドル312が設けられ得る。ハンドル312は、ハウ
ジング301の頂部に実質的に揃えられるように第1の位置に収容されるものとしてよく、ベ
ースユニット315を運び、移動することが円滑になされるように第2の位置で持ち上げられ
、ハウジング301の頂部よりも高くできる。ハンドル312は、ユーザインターフェースユニ
ット117がベースユニット315上にドッキングされている間にユーザがベースユニット315
を片手で運び得るように構成され得る。
【００３８】
　ドッキングベース302は、液体が溜まるのではなくドッキングベース302から流出する傾
向を有するように水平方向に関して一般に傾けられるように構成され得る。それに加えて
、いくつかの実施形態において、ドッキングベース302は、一般に、液体が一般に中点に
向かって流れ、ドッキングベース302から流れ去る傾向を一般に有するように外縁から中
心点または中点の方へ傾斜し得る。たとえば、インターフェースユニット117がベースユ
ニット315上でドッキングされたときに、ユニットのコネクタは嵌合することができ、液
体は、コネクタ303またはコネクタの電気接点またはユーザインターフェースユニット117
上のコネクタの周りに溜まり、および/または損傷することなく、ドッキングベース302か
ら流れ出るものとしてよい。
【００３９】
患者モニターの例示的なベースユニットおよびユーザインターフェースユニット
　図3は、患者モニター310を一緒に形成する、図2A～図2Dに示されている例示的なベース
ユニット315を伴う例示的なユーザインターフェースユニット317の等角図である。患者モ
ニター310は、図1Aから図1Cを参照しつつ本明細書で説明されている患者モニター110に類
似するものであってよい。例示的なユーザインターフェースユニット317は、血行動態パ
ラメータ値および/または傾向を表示するためのディスプレイ319を備えることができる。
ディスプレイ319に表示される情報は、図9～図14に関して以下でより詳しく説明されてい
る。ディスプレイ319は、タッチスクリーンとの接触を通じてユーザから入力を受け取る
ように構成されているタッチスクリーンを備えることができる。ディスプレイ319は、ユ
ーザが患者モニター310を制御するためにインタラクティブに操作することができるユー
ザインターフェースの特徴を表示するように構成され得る。ユーザインターフェースユニ
ット317は、ディスプレイ319(たとえば、タッチスクリーン)以外のソースからユーザ入力
を受けられるように構成されている1つまたは複数の物理的ユーザインターフェース要素3
21を備えることができる。
【００４０】
　ユーザインターフェースユニット317は、ユーザインターフェースユニット317がドッキ
ングベース302に当たって着座するときにベースユニット315上のコネクタ303と嵌合する
ように構成されているコネクタ323を備えることができる。コネクタ323およびコネクタ30
3は、ユーザインターフェースユニット317のディスプレイ319がベースユニット315のフロ
ントプレート304から遠ざかって、外に面するように1つの構成にて嵌合するように構成さ
れ得る。いくつかの実施形態において、ベースユニット315のハウジング301は、ディスプ
レイ319がベースユニット315の正面部分304に面するようにベースユニット315上にユーザ
インターフェースユニット317がドッキングされるのを妨げる1つまたは複数の特徴を備え
る。いくつかの実施形態において、ユーザインターフェースユニット317は、ディスプレ
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イ319がベースユニット315の正面部分304に面するようにベースユニット315上にユーザイ
ンターフェースユニット317がドッキングされるのを妨げる1つまたは複数の特徴を備える
。
【００４１】
　ユーザインターフェースユニット317のコネクタ323およびベースユニット315のコネク
タ303は、コネクタの両方に接続するケーブルを使用して電気的に結合されるように構成
され得る。この構成は、係留されていると称され得る、すなわち、ユーザインターフェー
スユニット317は、コネクタがケーブル接続を使用して結合されるときにベースユニット3
15に係留される。係留されたときに、コネクタの構成は、ユーザインターフェースユニッ
ト317が係留されたときにベースユニット315上にドッキングされ得ないような構成とする
ことができる。たとえば、ユーザインターフェースユニット317を係留された後にベース
ユニット315にドッキングするために、コネクタを結合するケーブルは、コネクタが嵌合
するようにユーザインターフェースユニット317がドッキングベース302内に正しく着座す
ることを可能にするように取り外されるべきである。
【００４２】
ベースユニットの例示的なワイヤレス通信システム
　図4A～図4Bは、全方向性アンテナ420を備えるワイヤレス通信システム421を有するベー
スユニット415の部分切欠図である。図4Aは、ベースユニット415の内部コンポーネントが
露わになるようにハウジング401の一部が取り外されているベースユニット415の背面図で
ある。ハウジング401内に位置決めされるのは、ワイヤレス通信システム421であり得る。
接地平面および/またはRF反射体423は、ハウジング401内に位置決めされてよく、接地平
面および/またはRF反射体423は、ハウジング401の後側に位置決めされた金属片とするこ
とができる。接地平面423は、ハウジング401内のコンポーネントに対して電磁遮蔽を形成
するように構成されるものとしてよく、それにより、外部ソースからの潜在的電磁干渉源
から防護することができる。同様に、接地平面423は、ハウジング401内のベースユニット
415のコンポーネントによって引き起こされる電磁干渉を低減するように構成され得る。
【００４３】
　ワイヤレス通信システム421は、たとえば、ユーザインターフェースユニットからのワ
イヤレス通信の送受信を行うように構成されている全方向性アンテナ420を備えることが
できる。いくつかの実装形態において、アンテナ420は接地平面423と相互作用して指向性
ワイヤレス信号を発することができる。たとえば、接地平面423は、ハウジング401の後部
からハウジング401を出るアンテナ420によって引き起こされる電磁波を低減する働きをし
得る。同様に、接地平面423は、アンテナ420に対する電磁反射体として効果的に働き、放
射エネルギーをベースユニット415に関して前進方向に向け直すことができる。これは、
アンテナ420の有効放射パターンがアンテナ420が全方向性であるとしても指向性を有する
ように見えることを可能にし得る。これは、有利には、ベースユニット415の前方のワイ
ヤレス範囲を増大させることができ、これにより、潜在的に、ユーザインターフェースユ
ニット317がアンテナ420によって放射される無線周波数エネルギーの前方投影を増大する
ように構成されている接地平面がなかった場合に比べて遠く離れたところから使用される
ことを可能にする。これは、また、ユーザインターフェースユニット317がベースユニッ
ト415の背後にあるときでなくユーザインターフェースユニット317がベースユニット415
の前にある間にユーザインターフェースユニット317が使用される可能性が一般に高くな
るので有利であり得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、ワイヤレス通信システム421および/またはアンテナ420
の設計は、ハウジング401にエネルギーを伝達してハウジング401が送信機として働くか、
またはアンテナ420の伝送および受信能力を増強する働きをするように構成される。これ
は、少なくとも一部はアンテナ420が、1つまたは複数の導電性プレートを備えているハウ
ジング401に近接していることにより生じ得る。このようにして、ハウジング401は、無線
周波数エネルギーがアンテナ420によって引き起こされるRF信号を効果的に反射すること
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によって放射される仕方を高める働きをすることができる。いくつかの実施形態において
、アンテナ420は、プリント基板上に接地平面を有する型打ち金属アンテナである。ベー
スユニット415のハウジング401は、少なくとも部分的に金属製ハウジングであってよい。
金属製ハウジングは、いくつかの実装形態において、接地平面の有効サイズを増加させ、
それによって、ハウジング401およびアンテナ420の反射特性を高め、それによって放射強
度を増大させることができる。
【００４５】
ベースユニットから分離されている脱着可能ユーザインターフェースユニットの使用
　図5は、患者モニター510のベースユニット515から分離されているユーザインターフェ
ースユニット517であって、これらのユニットは壁または他の障害物などの障壁530によっ
て分離されているユーザインターフェースユニットを示している。例示されているシナリ
オ「A」において、ユーザインターフェースユニット517からのワイヤレス信号は、障壁53
0を通じてベースユニット515に伝わるのに十分である。例示されているシナリオ「B」に
おいて、ユーザインターフェースユニット517からのワイヤレス信号は、ワイヤレス信号
がベースユニット515に到達しないように障壁530によって反射され、および/または減衰
される。調整した時間の長さの間、ワイヤレス信号がベースユニット515に到達しないと
きには、ベースユニット515は、ベースユニット515それ自体で信号の喪失をシグナリング
するように構成され得る。たとえば、ベースユニット515が互換性のあるユーザインター
フェースユニット517を検出しないことを指示する可聴アラームまたはアラートが鳴るも
のとしてよい。別の例として、ユーザインターフェースユニット517が範囲外であること
を指示するためにベースユニット515上のディスプレイが使用され得る。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、ベースユニット515は、ユーザインターフェースユニッ
ト517からのワイヤレス信号の強度または存在を近接センサーの代わりに使用することが
できる。たとえば、ベースユニット515が、ユーザインターフェースユニット517からワイ
ヤレス信号を検出したときに、ベースユニット515は、互換性のある、または好適なユー
ザインターフェースユニット517が適切にまたは十分に機能するためにベースユニット515
に十分に近いことを指示することができる。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、ベースユニット515が、ユーザインターフェースユニッ
ト517がベースユニット515から遠く離れすぎていると決定したときに(たとえば、ワイヤ
レス信号が検出されないか、または閾値強度よりも低いワイヤレス信号が検出されたとい
う理由により)、ベースユニット515のところに、1つまたは複数のアラームが設けられ得
る。それに加えて、そのような状況において、患者の安全性を高めるために専用の制御機
能が実装され得る。ベースユニット515およびユーザインターフェースユニット517の相対
的位置に関係するプロセスまたは方法の例は、図7および図8を参照しつつ本明細書でより
詳しく説明される。
【００４８】
ベースユニットの例示的な特徴
　図6Aは、1つまたは複数の外部監視システムからアナログ信号を受信するように構成さ
れている複数のアナログ入力626を有する例示的なベースユニット615を示しており、アナ
ログ信号は測定されたパラメータに対応している。ベースユニット615は、ユーザインタ
ーフェースユニット517上に表示するために受信された信号を自動的にスケーリングし、
表示するように構成され得る。ベースユニット615は、パルス酸素濃度計、熱希釈センサ
ー、圧力センサー、および同様のものなどの、1つまたは複数の患者センサーから直接患
者センサー電気的情報を受信するために多数のコネクタ625を備えることができる。ベー
スユニット615は、1つまたは複数の周辺デバイスに接続するためのコネクタ627も備える
ことができ、それにより、通信ネットワークに接続し、および/または診断もしくはテス
トデバイス(たとえば、USBスティック)を接続する。いくつかの実施形態において、ベー
スユニット615は、病院内ネットワークに接続して、監視されている患者に関係する1つま
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たは複数のデータベースから情報を中継し、および/または取り出すためにネットワーク
接続を備える。
【００４９】
　アナログ信号入力626は、1つまたは複数の外部監視システムからアナログ信号を受信す
るように構成され得る。ベースユニット615は、表示のため適切なパラメータに変換する
アナログ信号を受信するように構成され得る。たとえば、外部モニターシステムは、収縮
末期容量をmL単位で測定するように構成され得る。外部モニターシステムは、測定された
収縮末期容量に相関するアナログ電圧信号を出力するアナログ出力を備え得る。アナログ
出力を外部モニターシステムからベースユニット615に結合したとき、ベースユニット615
は、外部モニターユニットによって生み出され得る最大電圧に対応する最大電圧信号を予
想するように構成され得る。ユーザは、ユーザインターフェースユニット517を使用して
、外部モニターシステムによって送られる最大電圧に対応する最大測定値(たとえば、収
縮末期容量に対しては150mL)を入力することができる。ベースユニット615は、この情報
を使用して、受信されたアナログ電圧をその後スケーリングして、それを、外部監視シス
テムによって測定されるような、測定パラメータに対して適切な値にマッピングすること
ができる。特定の一例として、ユーザが、最大測定値が150mLであると入力し、外部モニ
ターが10V信号を送信して最大測定電圧に対応する最大出力電圧を指示した場合に、ベー
スユニット615は、受信されたアナログ電圧に15mL/Vを掛けてアナログ信号を表示するた
めに適切な測定値に変換するように構成され得る。これは、ベースユニット615が外部シ
ステムからの測定値を組み込んでユーザインターフェースユニット517上に表示すること
を可能にし得る。いくつかの実施形態において、ベースユニット615は、2つのアナログ入
力、2つもしくはそれ以上のアナログ入力、3つもしくはそれ以上のアナログ入力、4つも
しくはそれ以上のアナログ入力、5つもしくはそれ以上のアナログ入力、または6つもしく
はそれ以上のアナログ入力を備え得る。いくつかの実施形態において、ベースユニット61
5は、高信号と低信号の両方を受信してアナログ信号入力625上の潜在的信号の上限および
下限を指示するように構成され得る。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、ベースユニット615は、予想電圧範囲がベースユニット6
15内に入る必要がないようにアナログ信号入力626のところで十分に大きいダイナミック
レンジの入力電圧を読み取るように構成され得る。むしろ、ベースユニット615は、最大
の(および最小の)予想測定値を指示する入力を受信するように構成されるものとしてよく
、その値は外部モニターシステムから受信されたアナログ入力信号と相関するものとして
よく、受信されたアナログ信号は、最大の(最小の)予想測定値に対応する最大(最小)アナ
ログ電圧に対応する。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、図示されていないが、ベースユニット615は、1つもしく
は複数のアナログ入力626の代わりに、または1つもしくは複数のアナログ入力626に加え
て、1つもしくは複数のデジタル入力および/または1つもしくは複数のシリアル入力を備
える。ベースユニット615は、複数のセンサーがベースユニット615に結合された場合にデ
ータソースを優先順位付けするものとしてよい。たとえば、心拍出量センサー(たとえば
、CARDIOFLO(商標)センサー)がベースユニット615に結合され、第2のセンサーがアナログ
入力に結合され、および/または第3のセンサーがデジタル入力に結合された場合、ベース
ユニット615は、心拍出量センサーを介して受信されたデータを1番目に処理し、アナログ
入力626を介して受信されたデータを2番目に処理し、デジタル入力を介して受信されたデ
ータを3番目に処理するものとしてよい。いくつかの実施形態において、ベースユニット6
15は、データが心拍出量センサーから受信され続ける間、アナログ入力626およびデジタ
ル入力を介して受信されたデータを無視するか、または破棄する。エラーが発生し、およ
び/または心拍出量センサーからデータがもはや受信されない(たとえば、心拍出量センサ
ーに不具合が生じたか、または接続が切断された)場合、ベースユニット615は、アナログ
入力626を介して受信されたデータを処理し始め、デジタル入力を介して受信されたデー
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タを無視するか、または破棄し得る。エラーが発生し、および/または心拍出量センサー
およびアナログ入力626からデータがもはや受信されない(たとえば、心拍出量センサーお
よび/またはアナログ入力626に結合されているセンサーに不具合が生じたか、または接続
が切断された)場合、ベースユニット615は、デジタル入力を介して受信されたデータを処
理し始め得る。別の例として、熱コイルケーブル(thermal coil cable)(たとえば、熱希
釈を実行するため)および心拍出量センサーが両方ともベースユニット615に結合されてい
る場合、ベースユニット615は、ユーザインターフェースユニット517に、医療関係者に血
行動態パラメータ値を決定する際に使用するためのPAカテーテルケーブルまたは心拍出量
センサーケーブルを選択することを要求するユーザインターフェ
ースを表示させ得る。したがって、いくつかの実施形態において、ベースユニット615は
、ユーザが完全に侵襲的な、または低侵襲的な測定を選択することを可能にし得る。選択
された後、ベースユニット615は、未選択の入力が(たとえば、ユーザインターフェースユ
ニット517上に提示されるプロンプトを介して)ベースユニット615から切断されることを
さらに必要とし得る。
【００５２】
　図6Bは、1つまたは複数の血行動態パラメータ、アラームステータス、ユーザインター
フェースユニット517のステータス、または他の類似の情報を表示するように構成されて
いる表示画面605を有する例示的なベースユニット615を示している。表示画面605は、対
応するユーザインターフェースユニット517が壊れたか、喪失したか、または他の何らか
の形で適切に動作できない場合に、情報を、少なくとも一部は冗長表示システムとして表
示するように構成され得る。表示画面605は、ハウジング601と同一の平面上にあり、それ
と一体化されるように構成され得る。表示画面605は、非タッチスクリーンディスプレイ
であってよい。いくつかの実施形態において、表示画面605は、単一の測定値、複数の測
定値、アラームステータス、接続状態、ワイヤレス通信状態、または同様のものを表示す
るように構成される。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、ベースユニット615がユーザインターフェースユニット5
17とのワイヤレス接続を喪失したときに、ベースユニット615の表示画面605は、この情報
を表示するように始動および/または構成され得る。いくつかの実施形態において、ユー
ザインターフェースユニット517が分離され、ベースユニット615ともはやワイヤレス通信
状態にない場合などに、表示画面605は、アラームステータスまたは現在のアラームを表
示するように構成され得る。これは、ユーザインターフェースユニット517が置き違えら
れたか、壊されたか、または他の何らかの形で利用不可能になった場合に、医療従事者が
患者を十分に監視できるため、有利であり得る。
【００５４】
　ベースユニット615の表示画面605は、患者監視において使用されるヒーターの状態(た
とえば、電力状態、電力レベルなど)を指示するように構成され得る。表示画面605は、ベ
ースユニット615とユーザインターフェースユニット517との間の接続を指示するように構
成され得る。表示画面605は、選択された、予め決定された、および/またはクリティカル
な血行動態パラメータに対する縮小されるか、または最小の表示を行うように構成され得
る。
【００５５】
着脱可能ディスプレイを備える患者モニターでアラームを発するための例示的な方法
　図7は、ベースユニットと、ベースユニットによって提供される血行動態監視情報を表
示するように構成されている着脱可能ユーザインターフェースユニットとを備える患者モ
ニターに対するアラームを発するための例示的な方法700のフローチャートを示している
。方法700は、患者監視システムのどのユニットがアラームの信号を送って患者の安全性
を確保し、潜在的に急を要するまたはクリティカルな情報を適切な職員に提供することを
決定するために実行され得る。たとえば、ユーザインターフェースユニットがベースユニ
ットから、2つのユニットの間でワイヤレス通信がもはや確立されなくなる地点まで分離
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された場合、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットなしのアラーム状態を
指示するように構成され得る。その一方で、ユーザインターフェースユニットが、ベース
ユニットと、ワイヤレス方式または有線方式のいずれかで通信している(たとえば、ベー
スユニットに係留されているか、またはドッキングされている)場合、ベースユニットは
、アラームをユーザインターフェースユニットに送信して表示させるように構成され得る
。これは、アラームを両方のユニットではなく1つのユニットにだけシグナリングされる
ように有利に調整することができる。しかしながら、本明細書で開示されている患者モニ
ターのいくつかの実施形態において、アラームは、ベースユニットとユーザインターフェ
ースユニットの両方で提示されるように構成され得る。
【００５６】
　ブロック705において、ベースユニットは、潜在的アラーム条件について患者センサー
電気的情報が着信しないか監視する。ベースユニットは、ネットワークチャネル、または
アナログ信号チャネルなどの、他の通信チャネルも監視して、アラーム、警告、または他
のアラートが患者モニター上に提示されるべきかどうかを決定することができる。たとえ
ば、ベースユニットは、受信された情報から(たとえば、患者センサーおよび/または外部
モニターシステムから)の1つまたは複数の血行動態パラメータを算出するように構成され
得る。決定された値は、ベースユニット上で設定されたアラーム条件と比較されるものと
してよく、アラーム条件は、自動的に算出されるか、設定されるか、もしくは決定され、
および/または手動で設定され得る。
【００５７】
　ブロック710において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットからのワ
イヤレス信号を監視する。ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットがベース
ユニットとまだ通信しているかどうかを決定するように構成され得る。たとえば、ベース
ユニットは、確認応答の要求をユーザインターフェースユニットに送信することができる
。調整された時間期間内に応答が受信されない場合、ベースユニットは、ユーザインター
フェースユニットがベースユニットと通信していないと決定する。ワイヤレス接続を決定
する他の方法も同様に使用できる。たとえば、ユーザインターフェースユニットは、ベー
スユニットに対して定期的にpingを実行するように構成されてよく、ベースユニットが、
ユーザインターフェースユニットからの1つまたは複数のpingを受け損なったと決定した
場合、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットはベースユニットと通信して
いないと決定することができる。
【００５８】
　ブロック715において、ベースユニットは、アラーム条件が存在しているかどうかを決
定する。たとえば、1つまたは複数の決定された血行動態パラメータ、またはパラメータ
の組合せが選択されるか、予め決定されるか、または調整されたアラーム条件をトリガー
した場合にアラーム条件が存在する。アラーム条件は、また、周辺デバイスがアラームを
患者モニターにシグナリングする場合にも存在し得る。アラーム条件は、また、病院通信
ネットワークがベースユニットとのネットワーク接続を通じてアラーム条件を開始する場
合にも存在し得る。アラーム条件が存在しない場合、ベースユニットはブロック705に戻
ってアラーム条件を監視することができる。アラーム条件が存在する場合、ベースユニッ
トはブロック720に進んで、ベースユニットとユーザインターフェースモジュールとの間
にワイヤレス信号が存在するかどうかを決定することができる。
【００５９】
　ブロック720において決定されたようにベースユニットとユーザインターフェースユニ
ットとの間でワイヤレス通信が確立され継続している場合、ベースユニットはブロック73
0に進み、ベースユニットは、アラーム条件をユーザインターフェースユニットに送信し
て表示する。ワイヤレス通信が現在確立されていない場合、ベースユニットはブロック72
5に進み、アラームを表示しおよび/または鳴らす。たとえば、ベースユニットは、アラー
ム条件が発生したことを聴覚的に、および/または視覚的に指示するためにスピーカーお
よび/またはディスプレイもしくはライトを備えることができる。このようにして、患者



(21) JP 6674553 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

モニターシステムは、好ましくは、ユーザインターフェースユニットがベースユニットと
通信しなくなった場合にユーザインターフェースユニット上でアラームを発し、ベースユ
ニットにフォールバックするように構成され得る。この冗長性は、アラームが、ユーザイ
ンターフェースユニットが室内に存在しているか、オンであるか、または機能しているか
に関係なく、それらが生じたときにシグナリングされることを確実にすることができる。
これは、ユーザが複数のアラームおよび/または頻繁なアラームを聴き、しまいにはユー
ザがアラームを無視し始めるような場合に生じ得るアラーム疲れも低減し得る。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットが
切断されたときに1つまたは複数のアラームを追跡するように構成され得る。接続を再確
立した後、ベースユニットは、1つまたは複数のアラームをユーザインターフェースユニ
ットに送信することができる。
【００６１】
着脱可能ディスプレイを備える患者モニターでヒーターを制御するための例示的な方法
　図8は、ベースユニットと、ベースユニットに取り付けられているヒーターを制御する
ためのユーザインターフェース要素を提供すように構成されている着脱可能ユーザインタ
ーフェースユニットとを備える患者モニター内のヒーターを制御するための例示的な方法
800のフローチャートを示している。ベースユニットは、たとえば、患者の熱希釈測定に
おける使用の際にヒーターを制御するように構成され得る。次いで、患者に痛みまたは損
傷を負わせることのないようにヒーターを制御することができることが望ましいものとし
てよい。一般に、ユーザインターフェースユニットは、ベースユニットに対するコマンド
センターとなるように構成され、ユーザインターフェースユニットは、たとえば、ヒータ
ーを制御するためのコマンドをベースユニットに提供するために使用される。ベースユニ
ットがユーザインターフェースユニットとの接続を失った場合に、ヒーターがたとえば患
者に熱エネルギーを供給しすぎることによって患者に危害を及ぼすことを回避するか、ま
たは防ぐようにヒーターについて安全条件に移ることが有利であり得る。
【００６２】
　ブロック805において、患者モニターは、ヒーターを低電力設定に設定する。たとえば
、低電力設定は、約150mW以下、約200mW以下、約300mW以下、または約500mW以下とするこ
とができる。この低電力は、ヒーターが長時間にわたってこの電力のままであったとして
も患者には臨床的に安全な電力であり得る。
【００６３】
　ブロック810において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットからのワ
イヤレス信号を監視する。ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットがベース
ユニットとまだ通信しているかどうかを決定するように構成され得る。たとえば、ベース
ユニットは、確認応答の要求をユーザインターフェースユニットに送信することができる
。調整された時間期間内に応答が受信されない場合、ベースユニットは、ユーザインター
フェースユニットがベースユニットと通信していないと決定する。ワイヤレス接続を決定
する他の方法も同様に使用できる。たとえば、ユーザインターフェースユニットは、ベー
スユニットに対して定期的にpingを実行するように構成されてよく、ベースユニットが、
ユーザインターフェースユニットからの1つまたは複数のpingを受け損なったと決定した
場合、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットはベースユニットと通信して
いないと決定することができる。
【００６４】
　ブロック815において、ベースユニットは、ヒーターが特定の状態(たとえば、特定の電
力レベル)にあった時間の長さを決定し、および/またはユーザインターフェースユニット
との最後のワイヤレス通信以降に経過した時間の長さを決定するためにタイマーを監視す
る。
【００６５】
　ブロック820において決定されたようにベースユニットとユーザインターフェースユニ
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ットとの間でワイヤレス通信が確立され継続している場合、ベースユニットはブロック82
5に進み、ヒーターを制御する。ヒーターを制御するために、ベースユニットは、一定時
間期間(たとえば、約20s)の間、ヒーターをオンにして高設定(たとえば、約12W)にし、そ
の後、同じ時間期間(たとえば、約20s)の間、ヒーターを低設定(たとえば、約150mW)にす
るコマンドをヒーターに送ることができる。ヒーターが高設定および/または低設定であ
る時間の長さは変化してよく、狙った目標を達成するために動作中に変化させることがで
きる。たとえば、高設定は、少なくとも約8Wの電力をヒーターに供給する設定、少なくと
も約7.5Wの電力をヒーターに供給する設定、少なくとも約10Wの電力をヒーターに供給す
る設定、少なくとも約12Wの電力をヒーターに供給する設定、または少なくとも約15Wの電
力をヒーターに供給する設定を含むことができる。低電力設定時間は、高電力設定と異な
るものとすることができる。低電力設定または高電力設定は、少なくとも約10s、少なく
とも約15s、少なくとも約20s、少なくとも約30s、または少なくとも約60sの間適用され得
る。
【００６６】
　ブロック820で決定されたように、ワイヤレス通信が、閾値よりも長い時間期間にわた
って停止していると決定された場合、ベースユニットはブロック830に進み、ヒーターを
低設定に設定して、患者に怪我をさせる可能性を低減する。それに加えて、患者モニター
は、この期間中に取得されたデータに、故障または不良データとしてマークするか、また
はラベル付けするように構成され得る。たとえば、ユーザインターフェースユニット上に
表示される傾向または値は、アスタリスク、特定の色、または同様のものとともに表示さ
れてよく、それにより、データが信頼できないこと、および/またはユーザインターフェ
ースユニットとベースユニットとの間の通信に問題が生じている可能性があることを示す
ことができる。いくつかの実施形態において、閾値時間期間は、少なくとも約40s、少な
くとも約60s、少なくとも約80s、少なくとも約100s、少なくとも約120s、または少なくと
も約140sである。いくつかの実施形態において、閾値時間期間は、少なくとも約40sおよ
び/または約140s未満である。いくつかの実施形態において、閾値時間期間が過ぎたこと
をタイマーが指示する前にワイヤレス通信が再確立されていなかった場合、ヒーターは低
に設定される。しかしながら、ワイヤレス通信が再確立されている場合、ヒーターは、以
前同様に制御され続け得る。
【００６７】
ユーザインターフェースユニットによって表示される例示的なユーザインターフェース
　患者モニター110が初期化されるときに、ユーザインターフェースユニット117は、医療
関係者またはユーザに、新しい患者が患者モニター110によって監視されているかどうか
、すでに入っている患者(たとえば、現在の患者)が患者モニター110によって監視されて
いるかどうか、または患者が病院の別のエリアに移送されている(たとえば、手術室から
集中治療室へ)かどうかを(たとえば、タッチスクリーン入力を介して)識別することを要
求するユーザインターフェースまたは画面を表示し得る。医療関係者が、現在の患者が監
視されていると識別した場合、ベースユニット115は、患者を監視するステップを再開す
る。医療関係者が、患者が移送されていると識別した場合、ベースユニット115は、有線
および/またはワイヤレスネットワークを介して患者に関連付けられている情報を別のベ
ースユニット115(たとえば、患者が移送されているエリア内に配置されているベースユニ
ット)に転送するものとしてよい。そうでなければ、医療関係者が、患者が新しい患者で
あると識別した場合、ユーザインターフェースユニット117は、医療関係者がタッチスク
リーンまたは外部入力デバイス(たとえば、マウス、キーボード、スタイラスなど)を介し
て患者情報(たとえば、患者ID、性別、身長、体重、年齢、血行動態パラメータ値、など)
を入力することを可能にするユーザインターフェースを表示し得る。
【００６８】
　患者情報が入力されるか、または現在の患者オプションが選択された後、ユーザインタ
ーフェースユニット117はメインメニューを表示することができ、そのメニューからいく
つかのユーザインターフェースのうちの1つがアクセスされ得る。たとえば、ユーザイン
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ターフェースは、様々な血行動態パラメータ監視ユーザインターフェース、動脈波形セッ
トアップおよび較正ユーザインターフェース、酸素測定較正ユーザインターフェース、血
行動態計算機ユーザインターフェース、および/またはシステム構成ユーザインターフェ
ースを備えることができる。ユーザインターフェースユニット117によって表示されるメ
インメニューユーザインターフェースは、医療関係者が入力された患者情報を閲覧し、事
前挿入較正、光強度ベースライン、および/もしくはケーブルから受信された光強度信号
の生体内較正を実行し、実験結果を入力し、動脈血圧波形を検査し、零点調整し、および
/もしくは較正し、血行動態パラメータ値の傾向プロット上にイベントをマークし、ワイ
ヤレス接続、ベースユニット115ポート(たとえば、ユニバーサルシリアルバス(USB)ポー
ト)、および/もしくは同様のものを介してベースユニット115のメモリ内に記憶されてい
る血行動態パラメータ値(たとえば、現在の患者および/もしくは1人もしくは複数の以前
の患者に対する血行動態パラメータ値)をエクスポートし、ならびに/または、患者モニタ
ー110を構成することを可能にする。
【００６９】
　図9は、図1A～図1Cのユーザインターフェースユニット117などの、ユーザインターフェ
ースユニットによって表示される傾向データを示す例示的なユーザインターフェース900
を示す図である。ユーザインターフェース900は、ユーザインターフェースユニット117に
よって生成され、ベースユニット115によって決定されたデータを初期値として埋め込ま
れ得る。図9に例示されているように、ユーザインターフェース900は、1つまたは複数の
血行動態パラメータ(たとえば、P1、P2、P3、およびP4)に対する数値および履歴的傾向を
表示する。インターフェース900は、4つの血行動態パラメータに対する数値および履歴的
傾向を表示するが、これは限定することを意図しない。ユーザインターフェース900は、
任意の数の血行動態パラメータ(たとえば、1、2、3、4、5、6、7など)に対して数値、履
歴的傾向、または数値および履歴的傾向の両方を表示し得る。
【００７０】
　血行動態パラメータの1つまたは複数は、記号もしくは形状および/または特定の色に関
連付けられ得る。たとえば、血行動態パラメータP1は円に関連付けられ、血行動態パラメ
ータP2は正方形に関連付けられ、血行動態パラメータP3は三角形に関連付けられ、血行動
態パラメータP4は上下逆さの三角形に関連付けられ、血行動態パラメータP1～P4の各々は
、異なる色に関連付けられている。ユーザインターフェース900に示されているグラフ910
が血行動態パラメータP1～P4の各々について履歴的傾向を表示するとした場合に、記号お
よび/または色は、異なる履歴的傾向を区別するために使用され得る(たとえば、履歴的傾
向線は、適切な血行動態パラメータに関連付けられている色であってよく、および/また
は履歴的傾向線は、適切な血行動態パラメータに関連付けられている色で陰影付けされ得
る)。
【００７１】
　一実施形態において、血行動態パラメータに対する履歴的傾向は、それぞれの血行動態
パラメータのy軸の選択(たとえば、タッチスクリーン選択)を介してユーザインターフェ
ース900から一時的に隠され得る。たとえば、医療関係者が、血行動態パラメータP3に対
応する履歴的傾向920を隠したい場合、医療関係者は、血行動態パラメータP3に対応するy
軸を選択することができる。
【００７２】
　ユーザインターフェース900は、また、血行動態パラメータP1～P4のうちの1つまたは複
数に対する上限および/または下限を数値で指示し得る。血行動態パラメータP1～P4の値
が下限を下回るか、または上限を超える場合に、ベースユニット115は、ユーザインター
フェース900に表示するため、および/またはスピーカーを介して出力するためにアラーム
を発生し得る。たとえば、血行動態パラメータP4に対する上限は1200であり、血行動態パ
ラメータP4に対する下限は800であり、ボックス930に示されているとおりである。図9に
示されているように、血行動態パラメータP4の現在値は1300であり、したがって、血行動
態パラメータP4は、上限を超える。それ故、ユーザインターフェース900は、血行動態パ
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ラメータP4が上限を超えたことを指示するアラーム940を表示する。
【００７３】
　グラフ910内では、医療関係者は、様々な血行動態パラメータP1～P4値をパンするか、
またはスクロールすることができる。たとえば、医療関係者は、パンまたはスクロールモ
ードを選択することができる。パンまたはスクロールモードの選択は、移動可能な縦マー
カーをグラフ910内に出現させるものとしてよい。したがって、縦マーカーは、縦マーカ
ーの配置に応じて様々な時間に対応し得る。縦マーカーが配置される時間に対応する血行
動態パラメータP1～P4のうちの1つまたは複数に対する値は、グラフ910内に表示され得る
。医療関係者が縦マーカーの配置を調整するときに(たとえば、医療関係者が縦マーカー
を左または右に移動すると)、血行動態パラメータP1～P4値は、しかるべく更新するもの
としてよい。
【００７４】
　任意選択で、ユーザインターフェースユニット117は、血行動態パラメータ監視を一時
停止するか、または再開するオプションを医療関係者に与えるユーザインターフェースを
表示する。血行動態パラメータ監視を一時停止させるステップは、ユーザインターフェー
スユニット117に、血行動態パラメータ値を表示するステップを停止させるものとしてよ
く、および/またはベースユニット115に、アラームまたは通知を発生するステップを停止
させるものとしてよい。
【００７５】
　さらなる実施形態において、医療関係者は、x軸を選択することによってユーザインタ
ーフェース900内の時間スケール(たとえば、グラフ910のx軸のスケール)を調整すること
ができる。時間スケールを調整することで、グラフ910に、追加の履歴的血行動態パラメ
ータ値(たとえば、時間スケールが大きくされた場合)またはより少ない履歴的血行動態パ
ラメータ値(たとえば、時間スケールが小さくされた場合)を表示させる。
【００７６】
　任意選択で、医療関係者はイベントをグラフ910に追加することができる。たとえば、
ユーザインターフェースユニット117は、医療関係者がイベントとイベントが発生した時
刻とを選択することを可能にする画面を生成し、表示することができる。イベントは、血
液ガス、薬物滴定、電気外科手術、輸液チャレンジ(fluid challenge)、様々なもの、看
護手技、レスピレーター/ベンチレーター交換、吸引、x線/放射線医学、および/または同
様のものを含むことができる。イベントは、イベントが発生した時刻にグラフ910内に縦
線または他の記号として表示され得る。縦線または記号は、その時刻に発生したイベント
のタイプを識別する別の記号または文字でマークされてよい。
【００７７】
　図10は、図1A～図1Cのユーザインターフェースユニット117などの、ユーザインターフ
ェースユニットによって表示される生理学的概略図1010を示す例示的なユーザインターフ
ェース1000を示している。ユーザインターフェース1000は、ユーザインターフェースユニ
ット117によって生成され、ベースユニット115によって決定されたデータを初期値として
埋め込まれ得る。図10に例示されているように、生理学的概略図1010は循環ループの図で
ある。しかしながら、これは、限定することを意図していない。生理学的概略図1010は、
人体内の生理系の少なくとも一部であってよい。
【００７８】
　1つまたは複数の血行動態パラメータは、生理学的概略図1010内に様々な配置において
示され得る。たとえば、指示されている血行動態パラメータは、1回拍出量変化(SVV)、SV
、心拍数(HR)、CCO、平均動脈圧(MAP)、体血管抵抗(SVR)、中心静脈圧(CVP)、拡張末期容
量(EDV)、右心室駆出分画(RVEF)、混合静脈血酸素飽和度(SVO2)、および/または他のその
ようなパラメータを含むことができる。ライブ値が利用可能である血行動態パラメータは
、明るい陰影を付けられ得(たとえば、SVV、SV、HR、CCO、MAP、およびSVR)、ライブ値が
利用可能でない血行動態パラメータは、暗い陰影を付けられ得る(たとえば、CVP、EDV、R
VEF、およびSVO2)。
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【００７９】
　図7および図8に関して上で説明されているように、ベースユニット115および/またはユ
ーザインターフェースユニット117は、2つのユニットの間の接続がまだアクティブである
かどうかを決定するために互いに定期的に通信することができる。たとえば、ユーザイン
ターフェースユニット117がベースユニット115と通信することができない場合、ユーザイ
ンターフェースユニット117は、ユーザインターフェースユニット117がベースユニット11
5に接続できないことを指示する通知1040を生成し、ユーザインターフェース1000に表示
することができる。
【００８０】
　図11は、図1A～図1Cのユーザインターフェースユニット117などの、ユーザインターフ
ェースユニットによって表示される血行動態パラメータ値行列1110を示す例示的なユーザ
インターフェース1100を示す図である。図11に例示されているように、ユーザインターフ
ェース1100は、血行動態パラメータ値行列1110における一定時間期間にわたる1つまたは
複数の血行動態パラメータに対する数値的血行動態パラメータ値を表示する。血行動態パ
ラメータ値行列1110は、血行動態パラメータP1～P4に対する血行動態パラメータ値を含む
が、これは、限定することを意図していない。血行動態パラメータ値行列1100は、任意の
長さの時間にわたって任意の数の血行動態パラメータに対する血行動態パラメータ値を含
み得る。
【００８１】
　血行動態パラメータ値行列1110の下に、血行動態パラメータ値行列1110において識別さ
れている時間期間にわたってベースユニット115とユーザインターフェースユニット117と
の間のワイヤレスまたは有線接続の信号品質を指示するバー1120～1126がある。たとえば
、バー1120～1126内の暗い陰影を付けられているバーの長さは、信号品質レベルを指示す
る。
【００８２】
　一実施形態において、ベースユニット115は、血行動態値行列1110内のエントリの間の
時間間隔よりも短い時間間隔の1つまたは複数の血行動態パラメータ値を決定し得る。た
とえば、ベースユニット115は、血行動態パラメータP1に対する値を1秒おきに決定し得る
。しかしながら、血行動態パラメータ値行列1110は、血行動態パラメータP1に対する値を
10秒おきに表示する。したがって、ベースユニット115は、血行動態パラメータ値行列111
0の各時間間隔内に収まる決定された値を集計し(たとえば、10秒毎の時間間隔の範囲内に
収まる10個の値の平均を決定する、10秒毎の時間間隔の範囲内に収まる10個の値の中位値
を決定する、10秒毎の時間間隔の範囲内に収まる10個の値の最頻値を決定する、など)、
集計値をユーザインターフェースユニット117に伝送し、血行動態パラメータ値行列1110
において表示することができる。
【００８３】
　図12は、図1A～図1Cのユーザインターフェースユニット117などの、ユーザインターフ
ェースユニットによって表示される2変量プロット1210を示す例示的なユーザインターフ
ェース1200を示す図である。図12に例示されているように、ユーザインターフェース1200
は、一方の血行動態パラメータ(たとえば、P1)の値を別の血行動態パラメータ(たとえば
、P2)の値に対してプロットする2変量プロット1210を表示する。2変量プロット1210は、
一定時間期間にわたって2つの血行動態パラメータのプロットされる値を表す陰影付き記
号(たとえば、記号1212)を含み得る。記号の陰影付けは、より新しいおよびより古いプロ
ット値を指示し得る。たとえば、より暗い陰影を付けられた記号は、より明るい陰影を付
けられた記号よりも新しいものとしてよい。新しいプロット値が、表示のためにベースユ
ニット115によって決定されると、前の記号はより明るくなって、そのそれぞれの年齢を
指示するものとしてよい。
【００８４】
　2変量プロット1210は、矩形1220(または、円形、正方形、台形など)などの形状によっ
て表される最適な範囲も示し得る。プロットされた値が最適な範囲を外れている場合、ベ



(26) JP 6674553 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

ースユニット115は、通知1240を生成し表示してよい。医療関係者は、最適な範囲を定め
る限度を設定することができ、限度は、2変量プロット1210に影響を及ぼすのみであり得
るか、またはベースユニット115がアラームもしくは通知をいつ発生させるかを決定し得
る。いくつかの実施形態において、アラーム限度(たとえば、超えた場合に、ベースユニ
ット115に、通知を発生させる限度)および最適範囲限度は、同じであるか、または異なり
得る。通知1240は、血行動態パラメータ値のうちのどれでプロット値が最適な範囲を外れ
ることになったか、および/またはその血行動態パラメータ値がプロット値が最適な範囲
から外れることを引き起こした理由を指示し得る。たとえば、図12に示されているように
、記号1212は矩形1220の外にある。通知1240は、血行動態パラメータP1に対する値が、上
限を超えたためプロット値が最適な範囲から外れることを引き起こしたことを指示する。
【００８５】
　一実施形態において、ユーザインターフェースユニット117は、医療関係者がボーラスC
O測定を実行するときに使用されるべきカテーテルおよび注入液量を構成する(たとえば、
カテーテルのタイプ、注入液量、注入液温度、注入液プローブのタイプなどを設定する)
ことを可能にするユーザインターフェースを生成し、表示する。注入液温度および注入液
プローブタイプなどのいくつかの設定が、ベースユニット115によって自動的に決定され
得る。
【００８６】
　設定が決定された後、ユーザインターフェースユニット117は、ボーラスCO測定ユーザ
インターフェースを表示することができる。図13は、図1A～図1Cのユーザインターフェー
スユニット117などの、ユーザインターフェースユニットによって表示されるボーラスCO
グラフ1310を示す例示的なユーザインターフェース1300を示す図である。図13に例示され
ているように、ボーラスCOグラフ1310は、一定の時間期間にわたってボーラスCOレベルを
指示するボーラス曲線1312を含む。ベースユニット115が初期化されるときに、ユーザイ
ンターフェース1300は、選択されたときに、ボーラスCOグラフ1310内でボーラス曲線1312
の表示を開始させる開始ボタン(図示せず)を表示することができる。開始ボタンが選択さ
れると、ユーザインターフェース1300は、ボーラス曲線1312などの、1つまたは複数のボ
ーラス曲線(たとえば、4、5、6、7など)を自動的にプロットし始める。医療関係者は、停
止または一時停止ボタンを選択することで、ボーラス曲線の自動プロットを停止させ得る
。
【００８７】
　ボーラスCO値が、ベースユニット115によって決定されると、決定されたボーラスCO値
がボーラスCOグラフ1310の下のボックス1320内の対応する曲線番号の下に表示される。医
療関係者が、ベースユニット115によっても決定されるボーラス心係数(CI)値を代わりに
ボックス1320に表示させるボタン1330を選択することができる。ユーザインターフェース
1300は、平均ボーラスCO(または平均ボーラスCI)および/または溶液/IV温度をボーラスCO
グラフ1310の下に表示することもできる。
【００８８】
　いくつかの実施形態において、図示されていないが、ユーザインターフェース1300は、
現在のおよび/または履歴的なボーラスCOおよび/またはCI値を数値的に表示することがで
きる。現在のおよび/または履歴的なボーラスCOおよび/またはCI値とともに、ユーザイン
ターフェース1300は、異なる時刻にボーラス量を表示することができる。
【００８９】
　図14は、図1A～図1Cのユーザインターフェースユニット117などの、ユーザインターフ
ェースユニットによって表示される血行動態計算機1410を示す例示的なユーザインターフ
ェース1400を示す図である。血行動態計算機1410は、医療関係者が目標出力パラメータ値
を達成するために必要と思われる様々な入力パラメータの調整を理解することを可能にす
る。身長および体重などの患者情報は、患者情報設定からインポートされるか、または手
動で入力されてよく、そのような情報は、インポートされた血行動態パラメータ値(たと
えば、ベースユニット115によって決定されるような)または手動で入力された血行動態パ
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ラメータ値とともに、関連付けられている血行動態出力パラメータを決定するためにベー
スユニット115によって使用され得る。
【００９０】
　図14に例示されているように、血行動態計算機1410は、3つの水平セクションに分割さ
れる。上セクションおよび中セクションは、値が入力されるかまたはインポートされ(た
とえば、インポートボタン1420を介して)、調整され得る入力パラメータを含む。そのよ
うな入力パラメータは、CCO、持続的心係数(CCI)、酸素飽和度(SO2)、SV、1回拍出係数(S
VI)、SVR、体血管抵抗係数(SVRI)、MAP、平均肺動脈圧(MPAP)、動脈血酸素飽和度(SPO2)
、身長、CVP、肺動脈閉塞圧(PAOP)、動脈血中酸素分圧(PaO2)、HR、ヘモグロビン(Hgb)、
混合静脈血酸素分圧(PVO2)、および/または体表面積(BSA)を含むことができる。最低セク
ションは、上セクションおよび中セクション内の入力パラメータに基づきベースユニット
115によって決定された出力パラメータを含む。そのような出力パラメータは、肺血管抵
抗(PVR)、肺血管抵抗係数(PVRI)、動脈血酸素含量(CaO2)、酸素運搬(DO2)、酸素運搬係数
(DO2I)、右室1回仕事量係数(RVSWI)、左室1回仕事量係数(LVSWI)、混合静脈血酸素含量(C
vO2)、酸素量(VO2)、酸素量係数(VO2I)、動静脈血酸素分圧較差(avDO2)、酸素摂取率(O2E
R)、および/または酸素摂取係数(O2EI)を含むことができる。
【００９１】
　医療関係者が、ユーザインターフェース1400に到達するときに、現在の患者情報(たと
えば、決定された血行動態パラメータ値および/または体重および身長のような患者情報)
が、入力パラメータとして使用するように自動的にインポートされ得る。入力パラメータ
値は、手動で入力され(ユーザインターフェースユニット117を介するか、またはインポー
トボタン1420を選択することによるかのいずれかで)、および/または血行動態計算機1410
においてパラメータを選択することによって変更され得る。アスタリスクなどのマーキン
グが、手動で入力された値を有する入力パラメータの隣に表示され得る。最新の更新の日
付および/または時刻は、血行動態計算機1410の頂部に表示され得る。
【００９２】
ベースユニットおよびユーザインターフェースユニットのペアリングプロセス
　一実施形態において、ベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117は
、ユーザインターフェースユニット117がベースユニット115によって生成されるデータを
表示することができ、および/または(たとえば、複数の患者モニター110が存在している
状況において)どれか1つのユーザインターフェースユニット117が特定のベースユニット1
15によって生成されるデータを表示することができるようにペアリングプロセスを実装す
る。図15から図25は、ペアリングプロセスを以下においてより詳しく説明する。
【００９３】
　図15は、ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを行うため
の例示的な方法1500を示すフローチャートである。一実施形態において、方法1500は、ベ
ースユニット115内に収納されているプロセッサによって実行される第1のスレッドによっ
て実装される。たとえば、第1のスレッド、およびしたがって方法1500は、ベースユニッ
ト115の起動時に開始され得る。第1のスレッドは、IpServerスレッドと称されてよい。方
法1500はいくつかのステップを示しているが、これは限定することを意図していない。方
法1500は、図15に示されているのよりも少ない、または多いステップを含んでいてよい。
方法1500は、ブロック1502から始まる。
【００９４】
　ブロック1502において、ベースユニットは、リスニング状態に入り、ユーザインターフ
ェースユニットが接続を要求するのを待つものとしてよい。ユーザインターフェースユニ
ットは、ユーザインターフェースユニットが起動した後しばらくしてベースユニットに接
続要求を伝送し得る。たとえば、ユーザインターフェースユニット117は、起動時に、ま
たはベースユニットから切断された後に、接続要求を伝送し得る。いくつかの実施形態に
おいて、ユーザインターフェースユニット117は、ユーザデータグラムプロトコル(UDP)な
どの、有線またはワイヤレス伝送プロトコルを使用して接続要求をブロードキャストする
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。
【００９５】
　ブロック1504において、ベースユニットは、接続がユーザインターフェースユニットに
よって要求されたかどうかを決定する。接続が要求されていなかった場合、方法1500はブ
ロック1502に戻り、ベースユニットはリスニング状態に戻り、別の接続要求を待つ。そう
でなく、接続が要求された場合、方法1500はブロック1506に進む。
【００９６】
　ブロック1506において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットと接続す
る試行を開始する。いくつかの実施形態において、接続試行は、伝送制御プロトコル(TCP
)などの、有線またはワイヤレス伝送プロトコルを使用して、ベースユニットおよび/また
はユーザインターフェースユニットが認証、関連付け、および/または他の同様のメッセ
ージを互いに伝送するステップを含む。
【００９７】
　ブロック1508において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットとの接続
が正常に確立されたかどうかを決定する。ユーザインターフェースユニットに接続する試
行が失敗した場合、方法1500はブロック1502に戻り、ベースユニットはリスニング状態に
戻り、別の接続要求を待つ。そうでなく、接続試行が成功した場合、方法1500はブロック
1510に進む。
【００９８】
　ブロック1510において、ベースユニットは、送信および/または受信メッセージハンド
ラーおよび/または様々な他の接続リスナーをセットアップすることができる。送信およ
び/または受信メッセージハンドラーおよび/または様々な他の接続リスナーは、ベースユ
ニットがデータをユーザインターフェースユニットに伝送し、データをユーザインターフ
ェースユニットから受信し、および/またはユーザインターフェースユニットから受信さ
れたデータを処理することを可能にし得る。
【００９９】
　ブロック1512において、ベースユニットは、接続試行が成功したことを確認する確認応
答メッセージをユーザインターフェースユニットに伝送する。確認応答メッセージを伝送
した後、実行スレッドは、ベースユニットがユーザインターフェースユニットとのペアリ
ングに成功したことを指示するメッセージをベースユニット上で実行している1つまたは
複数のアプリケーションに伝送し得る。
【０１００】
　図16A～図16Bは、ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを
行うための例示的な方法1600を示す別のフローチャートを示している。一実施形態におい
て、方法1600は、ベースユニット115内に収納されているプロセッサによって実行される
第2のスレッドによって実装される。たとえば、第2のスレッド、およびしたがって方法16
00は、ベースユニット115からのユーザインターフェースユニット117の接続または切断に
基づき第1のスレッドによって開始され、および/または停止され得る。第2のスレッドは
、PairingReceiverスレッドと称されてよい。方法1600はいくつかのステップを示してい
るが、これは限定することを意図していない。方法1600は、図16A～図16Bに示されている
のよりも少ない、または多いステップを含んでいてよい。方法1600は、ブロック1602から
始まる。
【０１０１】
　ブロック1602において、ベースユニットは、ベースユニットの起動時にワイヤレスホッ
トスポット(たとえば、WIFI、BLUETOOTH(登録商標)など)を作成する。ワイヤレスホット
スポットは、ユーザインターフェースユニットがワイヤレスホットスポットに接続するこ
とを可能にするように作成され得る。ホットスポットの名前は、ベースユニット上に記憶
されている環境設定ファイル内にリストされているサービスセット識別子(SSID)によって
決定され得るか、またはSSIDが記憶されていない場合には自動生成され得る。ホットスポ
ットの作成が成功するか失敗するかに関係なく、方法1600はブロック1604に進む(たとえ
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ば、ベースユニットおよびユーザインターフェースユニットが通信するためにワイヤレス
接続が必要でない場合があるので)。
【０１０２】
　ブロック1604において、ベースユニットは、ブロードキャストペアリングIDが届くのを
監視するステップを開始する。ベースユニットは、起動してからワイヤレスホットスポッ
トが作成された後、またはユーザインターフェースユニットがベースユニットから切断さ
れた後、ブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始し得る。
【０１０３】
　ブロック1606において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットによって
伝送されたブロードキャストペアリングIDが検出されたかどうかを決定する。ブロードキ
ャストペアリングIDが検出されない場合、方法1600はブロック1604に戻り、ベースユニッ
トはブロードキャストペアリングIDが届くのを監視し続ける。そうでなく、ブロードキャ
ストペアリングIDが検出された場合、方法1600はブロック1608に進み、ベースユニットは
、有線(たとえば、Ethernetもしくは別のケーブルを介して作成されたローカルエリアネ
ットワーク(LAN))またはワイヤレス通信が、ユーザインターフェースユニットとの接続を
確立するために使用されるべきかどうかを決定する。いくつかの実施形態において、両方
とも利用可能である場合に有線接続ソースがワイヤレス接続ソースに優先する。
【０１０４】
　ブロック1608において、ベースユニットは、有線接続ソースが存在しているかどうかを
決定する。有線接続ソースが存在する場合、方法1600はブロック1610に進む。そうでなく
、有線接続ソースが存在しない場合、方法1600はブロック1622に進む。
【０１０５】
　ブロック1610において、ベースユニットは、有線接続ソースを使用してユーザインター
フェースユニットとの接続を確立する。ブロック1610が完了した後、方法1600はブロック
1612に進む。
【０１０６】
　ブロック1612において、ベースユニットは、ベースユニットおよびユーザインターフェ
ースユニットがすでにペアリングされていたかどうかを決定する。たとえば、ベースユニ
ットおよびユーザインターフェースユニットは、ユーザインターフェースユニットのペア
リングキーがベースユニットのペアリングキーとマッチした場合にすでにペアリングされ
ている可能性がある。ユーザインターフェースユニットのペアリングキーは、伝送された
ブロードキャストペアリングIDに含まれているか、または相当するものであり得る。ベー
スユニットおよびユーザインターフェースユニットがすでにペアリングされていた場合、
方法1600はブロック1620に進む。そうでなく、ベースユニットおよびユーザインターフェ
ースユニットがすでにペアリングされていなかった場合、方法1600はブロック1614に進む
。
【０１０７】
　ブロック1614において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットへの最終
的な伝送のための新しいペアリングキーを生成する。たとえば、新しいペアリングキーは
、保証された一意的IDとすることができる。ブロック1614が完了した後、方法1600はブロ
ック1616に進む。
【０１０８】
　ブロック1616において、ベースユニットは、ベースユニットがユーザインターフェース
ユニットにすでにワイヤレス接続されていたかどうかを決定する。ベースユニットがユー
ザインターフェースユニットにすでにワイヤレス接続されていた場合、方法1600はブロッ
ク1618に進む。そうでなく、ベースユニットがユーザインターフェースユニットにすでに
ワイヤレス接続されていなかった場合、方法1600はブロック1620に進む。
【０１０９】
　ブロック1618において、ベースユニットは、新しいワイヤレスホットスポットを作成す
る。ベースユニットは、すでに接続されているユーザインターフェースユニットがベース
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ユニットと通信することを許可しないように新しいワイヤレスホットスポットを作成し得
る。
【０１１０】
　ブロック1620において、ベースユニットは、ペアリング情報をユーザインターフェース
ユニットに伝送する。ペアリング情報は、ペアリングキー(たとえば、以前のペアリング
キーまたはブロック1614で生成された新しいペアリングキー)、ホットスポットSSID、ベ
ースユニットのバージョン、有線接続ソースが利用可能である場合にベースユニットの有
線アドレス(たとえば、LANインターネットプロトコル(IP)アドレス)、および/またはワイ
ヤレス接続ソースが利用可能である場合にベースユニットのワイヤレスアドレス(たとえ
ば、ワイヤレスIPアドレス)を含むことができる。ブロック1620が完了した後、方法1600
はブロック1604に戻り、ベースユニットはブロードキャストペアリングIDが届くのを監視
し続ける。
【０１１１】
　ブロック1622において、ベースユニットは、ワイヤレス接続ソースが利用可能であるか
どうかを決定する。ワイヤレス接続ソースが利用可能でない場合、エラーが発生している
可能性がある。そうでなく、ワイヤレス接続ソースが利用可能である場合、方法1600はブ
ロック1624に進む。
【０１１２】
　ブロック1624において、ベースユニットは、ワイヤレス接続ソースを使用してユーザイ
ンターフェースユニットとの接続を確立する。ブロック1624が完了した後、方法1600はブ
ロック1626に進む。
【０１１３】
　ブロック1626において、ベースユニットは、ユーザインターフェースユニットのペアリ
ングキーがベースユニットのペアリングキーとマッチするかどうかを決定する。ペアリン
グキーがマッチしない場合、方法1600はブロック1604に戻り、ベースユニットはブロード
キャストペアリングIDが届くのを監視し続ける。そうでなく、ペアリングキーがマッチし
た場合、方法1600はブロック1620に進む。
【０１１４】
　図17A～図17Bは、ベースユニットとユーザインターフェースユニットとのペアリングを
行うための例示的な方法1700を示す別のフローチャートを示している。一実施形態におい
て、方法1700は、ユーザインターフェースユニット117内に収納されているプロセッサに
よって実行される第1のスレッドによって実装される。たとえば、第1のスレッド、および
したがって方法1700は、ベースユニット115からのユーザインターフェースユニット117の
接続または切断に基づき開始され得る。方法1700はいくつかのステップを示しているが、
これは限定することを意図していない。方法1700は、図17A～図17Bに示されているのより
も少ない、または多いステップを含んでいてよい。方法1700は、ブロック1702から始まる
。
【０１１５】
　ブロック1702において、ユーザインターフェースユニットは、有効なワイヤレスホット
スポットが存在するかどうか、およびユーザインターフェースが現在ワイヤレスホットス
ポットに接続されていないかどうかを決定する。ユーザインターフェースユニットは、ユ
ーザインターフェースユニットの起動後、またはネットワーク切断(たとえば、ベースユ
ニットからの切断)後にこの決定を行い得る。有効なワイヤレスホットスポットが存在し
、ユーザインターフェースユニットが現在ワイヤレスホットスポットに接続されていない
場合、方法1700はブロック1704に進む。そうでない場合、方法1700はブロック1706に進む
。
【０１１６】
　ブロック1704において、ユーザインターフェースユニットは、ワイヤレスホットスポッ
トに接続することを試みる。ブロック1704が完了した後、方法1700はブロック1706に進む
。
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【０１１７】
　ブロック1706において、ユーザインターフェースユニットは、ペアリングIDをブロード
キャストする。ユーザインターフェースユニットは、すべての利用可能な接続(たとえば
、有線およびワイヤレス接続)にわたってペアリングIDをブロードキャストし得る。
【０１１８】
　ブロック1708において、ユーザインターフェースユニットは、ブロードキャスト応答が
ベースユニットから受信されたかどうかを決定する。たとえば、ブロードキャスト応答は
、ブロードキャストされたペアリングIDが受信されたという確認応答であってよい。ブロ
ードキャスト応答が受信されない場合、方法1700はブロック1706に戻り、ユーザインター
フェースユニットはペアリングIDをブロードキャストし続ける。そうでなく、ブロードキ
ャスト応答が受信された場合、方法1700はブロック1710に進む。
【０１１９】
　ブロック1710において、ユーザインターフェースユニットは、ベースユニットによって
伝送されたペアリング情報が届くのを監視するステップを開始する。閾値時間期間(たと
えば、5秒などのタイムアウト期間または同様の時間期間)が終了した後もペアリング情報
が受信されていない場合、方法1700はブロック1706に戻り、ユーザインターフェースユニ
ットは、ペアリングIDを再びブロードキャストする。
【０１２０】
　ブロック1712において、ユーザインターフェースユニットは、閾値時間期間が終了する
前にペアリング情報がベースユニットから受信されたかどうかを決定する。ペアリング情
報が受信されず、閾値時間期間が終了していない場合、方法1700はブロック1710に戻り、
ユーザインターフェースユニットはペアリング情報が届くのを監視し続ける。閾値時間期
間が終了する前にペアリング情報が受信された場合、方法1700はブロック1714に進む。
【０１２１】
　ブロック1714において、ユーザインターフェースユニットは、ユーザインターフェース
ユニット内に収納されているプロセッサによって実行される他のスレッドまたはアプリケ
ーションに、ベースユニットが見つかり、接続試行が行われるべきであることを通知する
。ブロック1714が完了した後、方法1600はブロック1716に進む。
【０１２２】
　ブロック1716において、ユーザインターフェースユニットは、ユーザインターフェース
ユニットがすでにベースユニットとペアリングしているかどうか、またはベースユニット
とのペアリングが確認されているかどうか(たとえば、ユーザによる確認ボタンの選択に
より)を決定する。たとえば、ユーザインターフェースは、ユーザインターフェースユニ
ットのペアリングキーをペアリング情報の一部として受信されたベースユニットのペアリ
ングキーと比較することによってユーザインターフェースユニットがベースユニットとす
でにペアリングしているかどうかを決定し得る。ユーザインターフェースユニットおよび
ベースユニットは、ペアリングキーがマッチしている場合にすでにペアリングしている。
ユーザインターフェースユニットおよびベースユニットがすでにペアリングされておらず
、ペアリングが確認されていない場合、方法1700はブロック1718に進む。そうでなく、ユ
ーザインターフェースユニットおよびベースユニットがすでにペアリングされているか、
またはペアリングが確認されている場合、方法1700はブロック1722に進む。
【０１２３】
　ブロック1718において、ユーザインターフェースユニットは、有線接続ソースが利用可
能であるかどうかを決定する。有線接続ソースが利用可能でない場合、ユーザインターフ
ェースユニットは接続を進めることをせず、方法1700はブロック1702または1706に戻り得
る。そうでなく、有線接続ソースが利用可能である場合、方法1700はブロック1720に進む
。
【０１２４】
　ブロック1720において、ユーザインターフェースユニットは、確認ボタンを表示する。
ユーザは、ユーザインターフェースユニットおよびベースユニットがペアリングすべきで
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あることを検証するために確認ボタンを選択することができる。ブロック1720が完了した
後、方法1700は、ブロック1722に進むか(たとえば、5秒または類似の時間期間などのタイ
ムアウト期間の前に確認ボタンが選択された場合)、またはブロック1706に戻り、ユーザ
インターフェースユニットはペアリングIDをブロードキャストして、ユーザが確認ボタン
を選択するのをユーザインターフェースユニットが待っている間にベースユニットがペア
リングを利用可能なままであることを確実にすることができる。タイムアウト期間の後に
確認ボタンが選択された場合、ユーザインターフェースユニットは、ペアリングが確認さ
れているのでブロック1722に進む前に再びブロック1706から1714を完了するものとしてよ
い。
【０１２５】
　ブロック1722において、ユーザインターフェースユニットは、送信および/または受信
メッセージハンドラーを初期化して、ベースユニットに伝送された、またはベースユニッ
トから受信された通信を取り扱う。ブロック1722が完了した後、方法1700はブロック1724
に進む。
【０１２６】
　ブロック1724において、ユーザインターフェースユニットは、有線接続ソースまたはワ
イヤレス接続ソースを使用すべきかどうかを決定する。いくつかの実施形態において、有
線接続ソースは、ワイヤレス接続ソースに取って代わり、それにより、有線とワイヤレス
の両方の接続ソースが利用可能である場合にユーザインターフェースユニットは有線接続
ソースを使用してベースユニットとの接続を確立する。
【０１２７】
　ブロック1726において、ユーザインターフェースユニットは、選択された接続ソースを
使用してベースユニットと接続することを試み、ベースユニットとの接続が成功している
かどうかを決定する。ベースユニットとの接続が不成功である場合、方法1700はブロック
1732に進む。そうでなく、ベースユニットとの接続が成功である場合、方法1700はブロッ
ク1728に進む。
【０１２８】
　ブロック1728において、ユーザインターフェースユニットは、確認応答がベースユニッ
トによって伝送されるのを待つ。ユーザインターフェースユニットは、7秒(または他の類
似の時間期間)などのタイムアウト期間の経過を待つものとしてよい。接続は、確認応答
が受信されるまで完了していると見なされないものとしてよい。
【０１２９】
　ブロック1730において、ユーザインターフェースユニットは、確認応答がベースユニッ
トから受信されたかどうかを決定する。確認応答が受信されていないか、またはタイムア
ウト期間が終了する前に受信されていない場合、方法1700はブロック1732に進む。そうで
なく、確認応答が受信されていた(たとえば、タイムアウト期間が終了する前に)場合、方
法1700はブロック1734に進む。
【０１３０】
　ブロック1732において、ユーザインターフェースユニットは、接続失敗を処理する。ブ
ロック1732が完了した後、方法1700はブロック1706に戻り、ユーザインターフェースユニ
ットはペアリングIDをブロードキャストすることによってもう一度やり直す。
【０１３１】
　ブロック1734において、ユーザインターフェースユニットは、ベースユニットとの接続
が確立されていることを確認する。次いで、ユーザインターフェースは、ベースユニット
から受信されたデータを表示するステップを開始し得る。
【０１３２】
　図18は、ユーザインターフェースユニット117が有線接続ソース上でベースユニット115
に接続され、初めてベースユニット115とのペアリングを行おうとしたときにベースユニ
ット115およびユーザインターフェースユニット117によって実行されるイベントの時間的
順序を示すシーケンス線図である。図18に例示されているように、ベースユニット115は
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、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む、一連のプロセスを実行する
。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであってよく、スレッド1830は、上
で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザインターフェースユニット117は、
画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロードキャスター1850、マネージャ18
60、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実行することができる。
【０１３３】
　ユーザインターフェースユニット117がオンにされたときなど、起動時に、画面1840は
、ペアリング画面を表示し得る。次いで、画面1840は、1861でペアリングIDが届くのを監
視し、ペアリングIDをブロードキャストするようにブロードキャスター1850に命令するも
のとしてよい。同様に、ベースユニット115がオンにされるときなど、起動時に、プログ
ラム1810は、1862でワイヤレスホットスポットを作成するようにワイヤレスホストを起動
し得る。次いで、プログラム1810は、1863でブロードキャストペアリングIDが届くのを監
視するステップを開始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド18
30に、1864でリスナー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プ
ログラム1810は、1865でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開
始するように受信機1820に命令し得る。
【０１３４】
　ブロードキャスター1850は、1866でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、1867でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはベースユニット115が接続を試みていることを指示する応答を伝送させ
得る。
【０１３５】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように1868で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、有線接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリングIDが
受信されたことを確認し、および/またはベースユニット115が1869で接続を試みているこ
とを指示する応答を有線接続ソース上で伝送することができる。
【０１３６】
　次いで、ブロードキャスター1850は、1870でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、1871でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。1872で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことを画面1840に通知し、これは、画面1840に、1873で画面1840にペアリング情報を表
示させる接続検出機能を起動させる。それに加えて、画面1840は、確認ボタンを表示し得
る。ブロードキャスター1850は、確認ボタンが選択されるまでペアリングIDをブロードキ
ャストし続け、それにより、ベースユニット115が接続にそのまま利用可能であることを
確実にし得る。確認ボタンが選択された後、画面1840は、1874でマネージャ1860に通知し
、マネージャ1860は、1875で送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化する
。
【０１３７】
　次いで、マネージャ1860は、クライアント1890に、メッセージハンドラーが1876で初期
化されることを通知し、クライアント1890は、1877で有線またはワイヤレス接続ソースを
使用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、有線接続ソースを使用す
る。決定が行われた後、クライアント1890は、1878において有線接続ソース上で接続要求
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をスレッド1830に伝送する。1879で、スレッド1830はメッセージをクライアント1890に送
信して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、1880でマネージャ1860に接続受
け入れを通知する。メッセージ1880の前または後に、スレッド1830は、1881で接続を処理
する送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、1882でペアリングIDの届
くのを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。1880で接続受け入れを受
信した後、マネージャ1860は、1883で確認応答メッセージの届くのを監視するステップを
開始する。1884で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に伝送する。
これは、1885でマネージャ1860に接続が成功したという通知を画面1840に伝送させ得る。
次いで、画面1840は、1886でペアリングIDをブロードキャストするステップを停止するよ
うにブロードキャスター1850に命令するものとしてよい。
【０１３８】
　図19は、ユーザインターフェースユニット117が有線接続ソース上でベースユニット115
に接続され、ベースユニット115との再ペアリングを行おうとしたときにベースユニット1
15およびユーザインターフェースユニット117によって実行されるイベントの時間的順序
を示すシーケンス線図を示している。図19に例示されているように、ベースユニット115
は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む、一連のプロセスを実行す
る。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであってよく、スレッド1830は、
上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザインターフェースユニット117は
、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロードキャスター1850、マネージャ
1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実行することができる。
【０１３９】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、画面1840は、1961でペア
リングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850(たと
えば、画面上の)に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザイ
ンターフェースユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り
外された後、プログラム1810は、1963でブロードキャストペアリングIDの届くのを監視す
るステップを開始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド1830に
、1964でリスナー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プログ
ラム1810は、1965でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始す
るように受信機1820に命令し得る。
【０１４０】
　ブロードキャスター1850は、1966でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、1967でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはベースユニット115が接続を試みていることを指示する応答を伝送させ
得る。
【０１４１】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように1968で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、有線接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリングIDが
受信されたことを確認し、および/またはベースユニット115が1969で接続を試みているこ
とを指示する応答を有線接続ソース上で伝送することができる。
【０１４２】
　次いで、ブロードキャスター1850は、1970でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
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リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、1971でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。1972で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことを画面1840に通知し、これは、画面1840に、1873で接続検出機能を起動させる。次
いで、画面1840は、1974で接続することをマネージャ1860に通知し、マネージャ1860は、
1975で送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化する。
【０１４３】
　次いで、マネージャ1860は、1976でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、1977で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、有線接続ソースを使用する
。決定が行われた後、クライアント1890は、1978において有線接続ソース上で接続要求を
スレッド1830に伝送する。1979で、スレッド1830はメッセージをクライアント1890に送信
して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、1980でマネージャ1860に接続受け
入れを通知する。メッセージ1980の前または後に、スレッド1830は、1981で接続を処理す
る送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、1982でペアリングIDの届く
のを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。1980で接続受け入れを受信
した後、マネージャ1860は、1983で確認応答メッセージの届くのを監視するステップを開
始する。1984で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に伝送する。こ
れは、1985でマネージャ1860に接続が成功したという通知を画面1840に伝送させ得る。次
いで、画面1840は、1986でペアリングIDをブロードキャストするステップを停止するよう
にブロードキャスター1850に命令するものとしてよい。
【０１４４】
　図20は、ユーザインターフェースユニット117が有線接続ソース上でベースユニット115
に接続され、ベースユニット115と再接続する新しいユーザインターフェースユニットで
あるときにベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117によって実行さ
れるイベントの時間的順序を示すシーケンス線図を示している。図20に例示されているよ
うに、ベースユニット115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む
、一連のプロセスを実行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであっ
てよく、スレッド1830は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザイン
ターフェースユニット117は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロード
キャスター1850、マネージャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実
行することができる。
【０１４５】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、マネージャ1860は、2061
でペアリングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850
に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェース
ユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、プ
ログラム1810は、2063でブロードキャストペアリングIDの届くのを監視するステップを開
始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド1830に、2064でリスナ
ー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プログラム1810は、206
5でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始するように受信機1
820に命令し得る。
【０１４６】
　ブロードキャスター1850は、2066でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2067でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認



(36) JP 6674553 B2 2020.4.1

10

20

30

40

50

し、および/またはベースユニット115が接続を試みていることを指示する応答を伝送させ
得る。
【０１４７】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2068で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、有線接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリングIDが
受信されたことを確認し、および/またはベースユニット115が2069で接続を試みているこ
とを指示する応答を有線接続ソース上で伝送することができる。
【０１４８】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2070でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2071でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2072で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことをマネージャ1860に通知し、これは、マネージャ1860に、2073で接続検出機能を起
動させる。次いで、マネージャ1860は、2074で、確認ボタンを含むペアリング画面を示す
よう画面1840に命令する。確認ボタンが選択された後、画面1840は、2075でマネージャ18
60にしかるべく通知する。確認ボタンの選択は、2076でマネージャ1860に、送信および/
または受信メッセージハンドラーを接続し、初期化することを行わせる。
【０１４９】
　次いで、マネージャ1860は、2077でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2078で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、有線接続ソースを使用する
。決定が行われた後、クライアント1890は、2079において有線接続ソース上で接続要求を
スレッド1830に伝送する。2080で、スレッド1830はメッセージをクライアント1890に送信
して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2081でマネージャ1860に接続受け
入れを通知する。メッセージ2081の前または後に、スレッド1830は、2082で接続を処理す
る送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2083でペアリングIDの届く
のを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2081で接続受け入れを受信
した後、マネージャ1860は、2084で確認応答メッセージの届くのを監視するステップを開
始する。2085で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に伝送する。こ
れは、マネージャ1860に、2086でペアリング画面を閉じる命令を画面1840に、2087でペア
リングIDをブロードキャストするステップを停止する命令をブロードキャスター1850に伝
送することを行わせ得る。
【０１５０】
　図21は、ユーザインターフェースユニット117が有線接続ソース上でベースユニット115
に接続され、ベースユニット115と再接続する同じユーザインターフェースユニットであ
るときにベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117によって実行され
るイベントの時間的順序を示すシーケンス線図を示している。図21に例示されているよう
に、ベースユニット115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む、
一連のプロセスを実行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであって
よく、スレッド1830は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザインタ
ーフェースユニット117は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロードキ
ャスター1850、マネージャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実行
することができる。
【０１５１】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、マネージャ1860は、2161
でペアリングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850
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に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェース
ユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、プ
ログラム1810は、2163でブロードキャストペアリングIDの届くのを監視するステップを開
始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド1830に、2164でリスナ
ー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プログラム1810は、216
5でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始するように受信機1
820に命令し得る。
【０１５２】
　ブロードキャスター1850は、2166でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2167でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはベースユニット115が接続を試みていることを指示する応答を伝送させ
得る。
【０１５３】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2168で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、有線接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリングIDが
受信されたことを確認し、および/またはベースユニット115が2169で接続を試みているこ
とを指示する応答を有線接続ソース上で伝送することができる。
【０１５４】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2170でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2171でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2172で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことをマネージャ1860に通知し、これは、マネージャ1860に、2173で接続検出機能を起
動させる。次いで、マネージャ1860は、2174で、送信および/または受信メッセージハン
ドラーを接続し、初期化する。
【０１５５】
　次いで、マネージャ1860は、2175でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2176で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、有線接続ソースを使用する
。決定が行われた後、クライアント1890は、2177において有線接続ソース上で接続要求を
スレッド1830に伝送する。2178で、スレッド1830はメッセージをクライアント1890に送信
して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2179でマネージャ1860に接続受け
入れを通知する。メッセージ2179の前または後に、スレッド1830は、2180で接続を処理す
る送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2181でペアリングIDの届く
のを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2179で接続受け入れを受信
した後、マネージャ1860は、2182で確認応答メッセージの届くのを監視するステップを開
始する。2183で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に伝送する。こ
れは、マネージャ1860に、2184でペアリングIDをブロードキャストするステップを停止す
る命令をブロードキャスター1850に伝送することを行わせ得る。
【０１５６】
　図22は、ユーザインターフェースユニット117がワイヤレス接続ソース上でベースユニ
ット115に接続され、初めてベースユニット115とのペアリングを行おうとしたときにベー
スユニット115およびユーザインターフェースユニット117によって実行されるイベントの
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時間的順序を示すシーケンス線図である。図22に例示されているように、ベースユニット
115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む、一連のプロセスを実
行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであってよく、スレッド1830
は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザインターフェースユニット1
17は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロードキャスター1850、マネー
ジャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実行することができる。
【０１５７】
　ユーザインターフェースユニット117がオンにされたときなど、起動時に、画面1840は
、ペアリング画面を表示し得る。次いで、画面1840は、2261でペアリングIDが届くのを監
視し、ペアリングIDをブロードキャストするようにブロードキャスター1850に命令するも
のとしてよい。同様に、ベースユニット115がオンにされるときなど、起動時に、プログ
ラム1810は、2262でワイヤレスホットスポットを作成するようにワイヤレスホストを起動
し得る。次いで、プログラム1810は、2263でブロードキャストペアリングIDが届くのを監
視するステップを開始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド18
30に、2264でリスナー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プ
ログラム1810は、2265でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開
始するように受信機1820に命令し得る。
【０１５８】
　ブロードキャスター1850は、2266でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2267でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはユーザインターフェースユニット117のペアリングIDがベースユニット
115のペアリングIDとマッチした場合にベースユニット115が接続を試みていることを指示
する応答を伝送させ得る。そうでなく、ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は
確認応答を送信し得ない。
【０１５９】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2268で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、ワイヤレス接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリン
グIDがマッチすることをチェックして確認することができる。ペアリングIDがマッチした
場合、受信機1820は、2269でペアリングIDが受信されたことを確認し、および/またはベ
ースユニット115が接続を試みていることを指示する応答をワイヤレス接続ソース上で伝
送することができる。ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は、応答を伝送せず
、以下で説明されている残りのメッセージは、伝送されない。むしろ、ブロードキャスタ
ー1850は、ペアリングIDをブロードキャストするステップを再開する。
【０１６０】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2270でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2271でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2272で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことを画面1840に通知し、これは、画面1840に、2273で画面1840にペアリング情報を表
示させる接続検出機能を起動させる。それに加えて、画面1840は、確認ボタンを表示し得
る。ブロードキャスター1850は、確認ボタンが選択されるまでペアリングIDをブロードキ
ャストし続け、それにより、ベースユニット115が接続にそのまま利用可能であることを
確実にし得る。確認ボタンが選択された後、画面1840は、2274でマネージャ1860に通知し
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、マネージャ1860は、2275で送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化する
。
【０１６１】
　次いで、マネージャ1860は、2276でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2277で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、ワイヤレス接続ソースを使
用する。決定が行われた後、クライアント1890は、2278においてワイヤレス接続ソース上
で接続要求をスレッド1830に伝送する。2279で、スレッド1830はメッセージをクライアン
ト1890に送信して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2280でマネージャ18
60に接続受け入れを通知する。メッセージ1880の前または後に、スレッド1830は、2281で
接続を処理する送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2282でペアリ
ングIDの届くのを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2280で接続受
け入れを受信した後、マネージャ1860は、2283で確認応答メッセージの届くのを監視する
ステップを開始する。2284で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に
伝送する。これは、2285でマネージャ1860に接続が成功したという通知を画面1840に伝送
させ得る。次いで、画面1840は、2286でペアリングIDをブロードキャストするステップを
停止するようにブロードキャスター1850に命令するものとしてよい。
【０１６２】
　図23は、ユーザインターフェースユニット117がワイヤレス接続ソース上でベースユニ
ット115に接続され、ベースユニット115との再ペアリングを行おうとしたときにベースユ
ニット115およびユーザインターフェースユニット117によって実行されるイベントの時間
的順序を示すシーケンス線図を示している。図23に例示されているように、ベースユニッ
ト115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を含む、一連のプロセスを
実行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドであってよく、スレッド183
0は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザインターフェースユニット
117は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロードキャスター1850、マネ
ージャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセスを実行することができる。
【０１６３】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、画面1840は、2361でペア
リングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850(たと
えば、画面上の)に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザイ
ンターフェースユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り
外された後、プログラム1810は、2362でワイヤレスホットスポットを作成するようにワイ
ヤレスホストを起動するものとしてよく、プログラム1810は、2363でブロードキャストペ
アリングIDの届くのを監視するステップを開始するようにスレッド1830に命令し得る。命
令の受信は、スレッド1830に、2364でリスナー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるも
のとしてよい。また、プログラム1810は、2365でブロードキャストペアリングIDが届くの
を監視するステップを開始するように受信機1820に命令し得る。
【０１６４】
　ブロードキャスター1850は、2366でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2367でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはユーザインターフェースユニット117のペアリングIDがベースユニット
115のペアリングIDとマッチした場合にベースユニット115が接続を試みていることを指示
する応答を伝送させ得る。そうでなく、ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は
確認応答を送信し得ない。
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【０１６５】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2368で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、ワイヤレス接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリン
グIDがマッチすることをチェックして確認することができる。ペアリングIDがマッチした
場合、受信機1820は、2369でペアリングIDが受信されたことを確認し、および/またはベ
ースユニット115が接続を試みていることを指示する応答をワイヤレス接続ソース上で伝
送することができる。ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は、応答を伝送せず
、以下で説明されている残りのメッセージは、伝送されない。むしろ、ブロードキャスタ
ー1850は、ペアリングIDをブロードキャストするステップを再開する。
【０１６６】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2370でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2371でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2372で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことを画面1840に通知し、これは、画面1840に、2373で接続検出機能を起動させる。次
いで、画面1840は、2374で接続することをマネージャ1860に通知し、マネージャ1860は、
2375で送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化する。
【０１６７】
　次いで、マネージャ1860は、2376でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2377で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、ワイヤレス接続ソースを使
用する。決定が行われた後、クライアント1890は、2378においてワイヤレス接続ソース上
で接続要求をスレッド1830に伝送する。2379で、スレッド1830はメッセージをクライアン
ト1890に送信して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2380でマネージャ18
60に接続受け入れを通知する。メッセージ2380の前または後に、スレッド1830は、2381で
接続を処理する送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2382でペアリ
ングIDの届くのを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2380で接続受
け入れを受信した後、マネージャ1860は、2383で確認応答メッセージの届くのを監視する
ステップを開始する。2384で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に
伝送する。これは、2385でマネージャ1860に接続が成功したという通知を画面1840に伝送
させ得る。次いで、画面1840は、2386でペアリングIDをブロードキャストするステップを
停止するようにブロードキャスター1850に命令するものとしてよい。
【０１６８】
　図24は、ユーザインターフェースユニット117がワイヤレス接続ソース上でベースユニ
ット115に接続され、ベースユニット115と再接続する新しいユーザインターフェースユニ
ットであるときにベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117によって
実行されるイベントの時間的順序を示すシーケンス線図を示している。図24に例示されて
いるように、ベースユニット115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830
を含む、一連のプロセスを実行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッド
であってよく、スレッド1830は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユー
ザインターフェースユニット117は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブ
ロードキャスター1850、マネージャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセ
スを実行することができる。
【０１６９】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、マネージャ1860は、2461
でペアリングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850
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に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェース
ユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、プ
ログラム1810は、2463でブロードキャストペアリングIDの届くのを監視するステップを開
始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド1830に、2464でリスナ
ー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プログラム1810は、246
5でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始するように受信機1
820に命令し得る。
【０１７０】
　ブロードキャスター1850は、2466でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2467でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはユーザインターフェースユニット117のペアリングIDがベースユニット
115のペアリングIDとマッチした場合にベースユニット115が接続を試みていることを指示
する応答を伝送させ得る。そうでなく、ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は
確認応答を送信し得ない。
【０１７１】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2468で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、ワイヤレス接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリン
グIDがマッチすることをチェックして確認することができる。ペアリングIDがマッチした
場合、受信機1820は、2469でペアリングIDが受信されたことを確認し、および/またはベ
ースユニット115が接続を試みていることを指示する応答をワイヤレス接続ソース上で伝
送することができる。ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は、応答を伝送せず
、以下で説明されている残りのメッセージは、伝送されない。むしろ、ブロードキャスタ
ー1850は、ペアリングIDをブロードキャストするステップを再開する。
【０１７２】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2470でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2471でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2472で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことをマネージャ1860に通知し、これは、マネージャ1860に、2473で接続検出機能を起
動させる。次いで、マネージャ1860は、2474で、確認ボタンを含むペアリング画面を示す
よう画面1840に命令する。確認ボタンが選択された後、画面1840は、2475でマネージャ18
60にしかるべく通知する。確認ボタンの選択は、2476でマネージャ1860に、送信および/
または受信メッセージハンドラーを接続し、初期化することを行わせる。
【０１７３】
　次いで、マネージャ1860は、2477でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2478で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、ワイヤレス接続ソースを使
用する。決定が行われた後、クライアント1890は、2479においてワイヤレス接続ソース上
で接続要求をスレッド1830に伝送する。2480で、スレッド1830はメッセージをクライアン
ト1890に送信して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2481でマネージャ18
60に接続受け入れを通知する。メッセージ2481の前または後に、スレッド1830は、2482で
接続を処理する送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2483でペアリ
ングIDの届くのを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2081で接続受
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け入れを受信した後、マネージャ1860は、2084で確認応答メッセージの届くのを監視する
ステップを開始する。2485で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に
伝送する。これは、マネージャ1860に、2486でペアリング画面を閉じる命令を画面1840に
、2487でペアリングIDをブロードキャストするステップを停止する命令をブロードキャス
ター1850に伝送することを行わせ得る。
【０１７４】
　図25は、ユーザインターフェースユニット117がワイヤレス接続ソース上でベースユニ
ット115に接続され、ベースユニット115と再接続する同じユーザインターフェースユニッ
トであるときにベースユニット115およびユーザインターフェースユニット117によって実
行されるイベントの時間的順序を示すシーケンス線図を示している。図25に例示されてい
るように、ベースユニット115は、プログラム1810、受信機1820、およびスレッド1830を
含む、一連のプロセスを実行する。受信機1820は、上で説明されている第2のスレッドで
あってよく、スレッド1830は、上で説明されている第1のスレッドであってよい。ユーザ
インターフェースユニット117は、画面1840(たとえば、画面上に表示される情報)、ブロ
ードキャスター1850、マネージャ1860、およびクライアント1890を含む、一連のプロセス
を実行することができる。
【０１７５】
　ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェースユニット117をベースユ
ニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、マネージャ1860は、2561
でペアリングIDの届くのを監視し、ブロードキャストするようにブロードキャスター1850
に命令し得る。同様に、ユーザインターフェースユニット117がユーザインターフェース
ユニット117をベースユニット115と接続するドックまたはテザーから取り外された後、プ
ログラム1810は、2563でブロードキャストペアリングIDの届くのを監視するステップを開
始するようにスレッド1830に命令し得る。命令の受信は、スレッド1830に、2564でリスナ
ー(たとえば、TCPリスナー)を作成させるものとしてよい。また、プログラム1810は、256
5でブロードキャストペアリングIDが届くのを監視するステップを開始するように受信機1
820に命令し得る。
【０１７６】
　ブロードキャスター1850は、2566でワイヤレスホットスポットに接続することを試みる
ものとしてよい。しばらくしてから、ブロードキャスター1850は、また、2567でペアリン
グIDを伝送し得る。たとえば、ブロードキャスター1850は、ペアリングIDをブロードキャ
ストし得る。ブロードキャスター1850は、ペアリング情報がベースユニット115から受信
されるまでペアリングIDを定期的に(たとえば、3秒おき、または他の同様の時間期間)伝
送し得る。ペアリングIDの受信は、受信機1820に、ペアリングIDが受信されたことを確認
し、および/またはユーザインターフェースユニット117のペアリングIDがベースユニット
115のペアリングIDとマッチした場合にベースユニット115が接続を試みていることを指示
する応答を伝送させ得る。そうでなく、ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は
確認応答を送信し得ない。
【０１７７】
　ペアリングIDを受信した後、受信機1820は、上で説明されているように2568で有線また
はワイヤレス接続ソースを使用するかどうかを決定することができる。ここで、受信機18
20は、ワイヤレス接続ソースを選択した。これが決定された後、受信機1820は、ペアリン
グIDがマッチすることをチェックして確認することができる。ペアリングIDがマッチした
場合、受信機1820は、2569でペアリングIDが受信されたことを確認し、および/またはベ
ースユニット115が接続を試みていることを指示する応答をワイヤレス接続ソース上で伝
送することができる。ペアリングIDがマッチしない場合、受信機1820は、応答を伝送せず
、以下で説明されている残りのメッセージは、伝送されない。むしろ、ブロードキャスタ
ー1850は、ペアリングIDをブロードキャストするステップを再開する。
【０１７８】
　次いで、ブロードキャスター1850は、2570でペアリング情報が届くのを監視し始めるこ
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とができる。ブロードキャスター1850は、タイムアウト期間(たとえば、5秒または他の類
似の時間期間)の経過を監視するものとしてよい。タイムアウト期間が終了する前にペア
リング情報が受信されない場合、ブロードキャスター1850はペアリングIDを再びブロード
キャストするものとしてよい。ここで、受信機1820は、2571でタイムアウト期間が終了す
る前にペアリング情報を伝送する。2572で、ブロードキャスター1850は、接続が検出され
たことをマネージャ1860に通知し、これは、マネージャ1860に、2573で接続検出機能を起
動させる。次いで、マネージャ1860は、2574で、送信および/または受信メッセージハン
ドラーを接続し、初期化する。
【０１７９】
　次いで、マネージャ1860は、2575でメッセージハンドラーが初期化されることをクライ
アント1890に通知し、クライアント1890は、2576で有線またはワイヤレス接続ソースを使
用すべきかどうかを決定する。ここで、クライアント1890は、ワイヤレス接続ソースを使
用する。決定が行われた後、クライアント1890は、2577においてワイヤレス接続ソース上
で接続要求をスレッド1830に伝送する。2578で、スレッド1830はメッセージをクライアン
ト1890に送信して接続を受け入れる。次いで、クライアント1890は、2579でマネージャ18
60に接続受け入れを通知する。メッセージ2579の前または後に、スレッド1830は、2580で
接続を処理する送信および/または受信メッセージハンドラーを初期化し、2581でペアリ
ングIDの届くのを監視するステップを停止するよう受信機1820に命令する。2579で接続受
け入れを受信した後、マネージャ1860は、2582で確認応答メッセージの届くのを監視する
ステップを開始する。2583で、スレッド1830は、確認応答メッセージをマネージャ1860に
伝送する。これは、マネージャ1860に、2584でペアリングIDをブロードキャストするステ
ップを停止する命令をブロードキャスター1850に伝送することを行わせ得る。
【０１８０】
用語
　上で説明されている患者監視システムおよび方法では多くの変更形態が可能である。た
とえば、ユーザインターフェースユニットは、異なる設計美観さらには互換性のあるベー
スユニットとドッキングするための異なる物理的要素を使用して実装され得る。それに加
えて、ベースユニットは、情報を受信し、それを直接ユーザインターフェースユニットに
送信して、表示する前にさらに処理する(たとえば、患者センサーの電気的情報から測定
された血行動態パラメータを決定する)ように構成され得る。
【０１８１】
　前の節で説明されているプロセス、方法、およびアルゴリズムの各々は、1つまたは複
数の特別なもしくは専用のコンピュータ、コンピュータプロセッサ、または特別なコンピ
ュータ命令を実行するように構成されているマシンによって実行されるコードモジュール
で具現化され、そのようなコードモジュールによって完全にもしくは部分的に自動化され
得る。コードモジュールは、ハードウェア(たとえば、プログラム可能論理回路、特定用
途向け集積回路、マイクロプロセッサなど)と、ハードドライブ、ソリッドステートメモ
リ、光ディスク、および/または同様のものなどの任意のタイプの非一時的コンピュータ
可読媒体もしくは有形のコンピュータ記憶デバイスに記憶されたソフトウェアとの組合せ
を使用して実装され得る。システムおよびモジュールは、ワイヤレス方式に基づく、およ
び有線/ケーブル方式に基づく媒体を含む、様々なコンピュータ可読伝送媒体上で生成さ
れたデータ信号として(たとえば、搬送波または他のアナログもしくはデジタル伝搬信号
の一部として)も伝送され得、様々な形態を取り得る(たとえば、単一のもしくは多重化さ
れたアナログ信号の一部として、または複数の離散デジタルパケットもしくはフレームと
して)。プロセスおよびアルゴリズムは、部分的にまたは全体的に特定用途向け回路で実
装され得る。開示されているプロセスおよびプロセスステップの結果は、たとえば、揮発
性もしくは不揮発性記憶装置などの、任意のタイプの非一時的コンピュータ記憶装置内に
、永続的に、または他の何らかの形で、記憶され得る。
【０１８２】
　上で説明されている様々な特徴およびプロセスは、互いに独立して使用され得るか、ま
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たは様々な仕方で組み合わされ得る。すべての可能な組合せおよび部分的組合せは、本開
示の範囲内にあることが意図されている。それに加えて、いくつかの方法またはプロセス
ブロックは、いくつかの実装形態において省略され得る。本明細書で説明されている方法
およびプロセスは、また、特定のシーケンスに限定されず、それに関係するブロックまた
は状態は、適切である他のシーケンスで実行され得る。たとえば、説明されているタスク
またはイベントは、特に開示されている順序以外の順序で実行され得るか、または複数が
単一のブロックもしくは状態に組み合わされ得る。例示的なタスクまたはイベントは、直
列に、並列に、または他の何らかの方式で実行され得る。タスクまたはイベントは、開示
されている例示的な実施形態に追加されるか、または取り除かれ得る。本明細書で説明さ
れている例示的なシステムおよびコンポーネントは、説明されているのとは異なる仕方で
構成され得る。たとえば、要素は、開示されている例示的な実施形態に追加されるか、取
り除かれるか、または比較して再配列され得る。
【０１８３】
　他にもあるがとりわけ「できる」、「できた」、「可能であろう」、「してもよい」、
「し得る」、「たとえば」などの本明細書で使用されている条件付きの言い回しおよび同
様の言い回しは、特徴、要素、および/もしくはステップが1つまたは複数の実施形態に対
して必要であること、または、1つもしくは複数の実施形態が必ず、作者入力もしくはプ
ロンプトありもしくはなしで、これらの特徴、要素、および/もしくはステップが、特定
の実施形態に含まれるか、もしくは特定の実施形態において実行されるべきであるかを決
定するための論理を含むことを意味することを一般に意図されていることはない。「含む
」、「備える」、および「有する」という言い回しおよび同様の言い回しは同義語であり
、オープンエンドな形にて、包含的に使用され、追加の要素、特徴、行為、動作、などを
除外しない。また、「または」という言い回しは、たとえば、要素のリストを連結するた
めに使用されたときに、そのリスト内の要素の1つ、いくつか、またはすべてを意味する
ように包含的な意味で(および排他的な意味でなく)使用される。「X、Y、およびZのうち
の少なくとも1つ」という語句などの連言的な言い回しは、特に断りのない限り、一般に
、項目、用語などがX、Y、またはZのいずれかであり得ることを伝えるために使用される
ような文脈により他の形で理解される。したがって、そのような連言的な言い回しは、い
くつかの実施形態がXの少なくとも1つ、Yの少なくとも1つ、およびZの少なくとも1つが各
々存在していることを必要とすることを意味することを一般に意図されていることはない
。「約」または「おおよそ」および同様の言い回しは、同義であり、その言い回しによっ
て修正される値は、それに関連付けられている理解される範囲を有し、その範囲は±20%
、±15%、±10%、±5%、または±1%であり得ることを指示するために使用される。「実質
的に」という言い回しは、結果(たとえば、測定値)が目標値に近いことを指示するために
使用され、近いというのは、たとえば、結果が値の80%以内、値の90%以内、値の95%以内
、または値の99%以内にあることを意味するものとしてよい。
【０１８４】
　いくつかの例示的な実施形態が説明されているが、これらの実施形態は、ほんの一例で
あり、本明細書で開示されている発明の範囲を制限することは意図されていない。したが
って、前述の説明に何が記載されていようと、特定の特徴、特性、ステップ、モジュール
、またはブロックが必要であるか、または不可欠であることを意味することを意図されて
いない。実際、本明細書で説明されている新規性のある方法およびシステムは、様々な他
の形態で具現化されるものとしてよく、さらに、本明細書で説明されている方法およびシ
ステムの形態の様々な省略、置換、および変更は、本明細書で開示されている発明の趣旨
から逸脱することなく行われ得る。
【符号の説明】
【０１８５】
　　100　救命救急診療患者監視システム
　　110　患者モニター
　　115　ベースユニット
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　　117　着脱可能ユーザインターフェースユニット
　　119　ケーブル
　　120　患者センサー
　　130　患者
　　140　保持構造物
　　145　流体カテーテル
　　150　カテーテル、流体ライン
　　155　オス流体コネクタ
　　160　有線接続
　　170　液体供給源
　　175　メス流体コネクタ
　　240　電気的接続部分
　　160、250　電線
　　270、240　電気コネクタ
　　301　ハウジング
　　302　ドッキングベース
　　303　ドッキングコネクタ
　　304　フロントプレート
　　306　ラッチ
　　312　ハンドル
　　315　ベースユニット
　　317　ユーザインターフェースユニット
　　319　ディスプレイ
　　321　物理的ユーザインターフェース要素
　　323　コネクタ
　　401　ハウジング
　　415　ベースユニット
　　420　全方向性アンテナ
　　421　ワイヤレス通信システム
　　423　RF反射体
　　510　患者モニター
　　515　ベースユニット
　　517　ユーザインターフェースユニット
　　530　障壁
　　601　ハウジング
　　605　表示画面
　　615　ベースユニット
　　625　コネクタ
　　626　アナログ入力
　　627　コネクタ
　　700　方法
　　800　方法
　　900　ユーザインターフェース
　　910　グラフ
　　940　アラーム
　　1000　ユーザインターフェース
　　1010　生理学的概略図
　　1040　通知
　　1100　ユーザインターフェース
　　1110　血行動態パラメータ値行列
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　　1120～1126　バー
　　1200　ユーザインターフェース
　　1210　2変量プロット
　　1212　記号
　　1220　矩形
　　1240　通知
　　1300　ユーザインターフェース
　　1310　ボーラスCOグラフ
　　1312　ボーラス曲線
　　1320　ボックス
　　1330　ボタン
　　1400　ユーザインターフェース
　　1410　血行動態計算機
　　1420　インポートボタン
　　1500　方法
　　1600　方法
　　1700　方法
　　1810　プログラム
　　1820　受信機
　　1830　スレッド
　　1840　画面
　　1850　ブロードキャスター
　　1860　マネージャ
　　1890　クライアント
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